
電子版 : http://www.jakartashimbun.com,  The Daily Jakarta Shimbun,  JakartaShimbun電子版 : http://www.jakartashimbun.com,  The Daily Jakarta Shimbun,  JakartaShimbun

1 総　合

第６０３０号

ハロハロ・フィリピン　
米、関税引き上げ60日延期も
ジェトロとバンコク銀が協定　
同性婚求め、13組が一斉提訴
大谷、５月復帰へ一歩
みなみ十字　
じゃらんじゃらん
別刷り特集・スナンスナン

2
3
4
5
6
7
7
S1

自然を楽しめるスポ
ットが多く、ジャカ
ルタから車や電車で
も行ける西ジャワ州
西バンドン県の温泉
と滝を１日で巡って
みた＝上村夏美

バレンタインデーの
14日、西ジャワ州の
デポック、ボゴール
の各市などでは学校
の生徒らが祝うこと
が禁止された＝アン
タラ通信

為　替（14日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝127万ルピア
１ドル＝1万4060ルピア

１万円＝123万1800ルピア
（前日比、500ルピア高）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（14日）

21,139.71
-4.77  

日経平均
6,420.02

0.90

インドネシア
25,543.27	

117.51 

NYダウ（13日）

-0.02% 0.01% 0.46%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3790ルピア
（同、50ルピア安）

１ドル＝111.06～08円
（同、0.38円安）

2019年（平成31年）
8 S1

２月15日
金曜日

三菱UFJ銀T.T.B

　
国
営
ガ
ル
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
航
空
グ
ル
ー
プ
は
14
日
か

ら
、
全
路
線
の
航
空
運
賃
を
20

％
値
下
げ
す
る
と
発
表
し
た
。

　
値
下
げ
対
象
は
ガ
ル
ー
ダ
航

空
と
子
会
社
で
格
安
航
空
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
の
シ
テ
ィ
リ
ン
ク
、
ス

リ
ウ
ィ
ジ
ャ
ヤ
航
空
、
ナ
ム
航

空
。

　
国
内
線
運
賃
の
高
騰
を
受

け
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
航
空
協
会

（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
が
先
月
中

旬
、
運
賃
値
下
げ
で
加
盟
航
空

会
社
と
合
意
し
た
こ
と
を
発

表
。
政
府
は
国
営
石
油
ガ
ス
・

プ
ル
タ
ミ
ナ
な
ど
と
協
議
し
、

燃
料
費
を
抑
え
る
こ
と
で
航
空

運
賃
値
下
げ
に
つ
な
げ
た
い
方

針
を
示
し
て
い
た
。（

木
村
綾
）

　
国
営
高
速
道
路
管
理
ジ
ャ
サ

マ
ル
ガ
は
13
日
、
14
日
午
前
０

時
か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
っ

た
、
ス
カ
ル
ノ
ハ
ッ
タ
空
港
と

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
結
ぶ
ス
デ
ィ
ヤ

ト
モ
高
速
道
路
料
金
の
値
上
げ

を
延
期
す
る
と
発
表
し
た
。
後

日
、
改
め
て
値
上
げ
実
施
日
を

発
表
す
る
と
し
て
い
る
。

　
乗
用
車
は
７
千
ル
ピ
ア
か
ら

７
５
０
０
ル
ピ
ア
、
２
車
軸
の

ト
ラ
ッ
ク
は
８
５
０
０
ル
ピ
ア

か
ら
１
万
ル
ピ
ア
と
な
る
予

定
。
　
　
　
　
（
上
村
夏
美
）

　
金
融
庁
（
Ｏ
Ｊ
Ｋ
）
は
13

日
、
１
月
か
ら
２
月
上
旬
に
か

け
、
無
許
可
で
個
人
間
送
金
事

業
を
行
っ
て
い
た
２
３
１
の
事

業
者
を
特
定
し
、
通
信
情
報
省

と
協
力
し
て
遮
断
し
た
と
発
表

し
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。

　
Ｏ
Ｊ
Ｋ
は
同
期
間
中
、
６
３

５
件
の
違
法
取
引
を
確
認
。
中

国
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
と
の
取
引

が
最
も
多
く
、
ロ
シ
ア
や
韓
国

な
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
遮
断
さ
れ
た
の
は
、
サ
ー
バ

ー
を
介
さ
ず
に
端
末
同
士
が
ア

プ
リ
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
交

換
す
る
ピ
ア
・
ツ
ー
・
ピ
ア

（
Ｐ
２
Ｐ
）
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
。

　
グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ
ス
ト
ア
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し

た
も
の
が
大
多
数
で
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
プ
リ
を
使

っ
て
取
引
を
呼
び
掛
け
て
い
た

の
は
７
件
だ
っ
た
。

　
手
軽
に
小
規
模
な
融
資
を
受

け
ら
れ
る
の
が
特
徴
だ
が
、
一

方
で
テ
ロ
資
金
へ
の
転
用
や
不

正
ア
ク
セ
ス
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ

リ
ン
グ
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る

と
し
て
、
政
府
は
規
制
を
強
め

て
い
る
。
　
（
大
野
航
太
郎
）

航空運賃20％値下げ
ガルーダ航空が発表

空
港
高
速
料
金

値
上
げ
延
期

Ｐ
２
Ｐ
で
違
法
送
金

231
事
業
者
を
遮
断金融

庁

　
国
家
警
察
は
こ
の
ほ
ど
、
過

激
派
組
織
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
ト
（
Ｉ
Ｓ
）
の
戦
闘
参
加

目
的
で
出
国
し
よ
う
と
し
た
と

し
て
、
１
月
３
日
に
バ
ン
テ
ン

州
タ
ン
ゲ
ラ
ン
の
ス
カ
ル
ノ
ハ

ッ
タ
空
港
で
、
ハ
リ
ー
・
ク
ン

チ
ョ
ロ
（
別
名
ワ
ヒ
ュ
・
ヌ
グ

ロ
ホ
）
容
疑
者
（
41
）
を
反
テ

ロ
法
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
し
た

と
発
表
し
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア

が
報
じ
た
。

　
調
べ
で
は
、
ハ
リ
ー
容
疑
者

は
、
人
質
の
「
処
刑
人
」
と
さ

れ
、
１
月
末
に
シ
リ
ア
で
死
亡

し
た
Ｉ
Ｓ
構
成
員
ム
ハ
ン
マ

ド
・
サ
イ
フ
デ
ィ
ン
（
別
名
ア

ブ
・
ワ
リ
ッ
ド
）
容
疑
者
ら
か

ら
テ
ロ
資
金
を
受
け
取
っ
て
い

た
と
さ
れ
、
同
容
疑
者
か
ら
渡

航
費
用
３
千
万
ル
ピ
ア
の
送
金

を
受
け
、
イ
ラ
ン
経
由
で
シ
リ

ア
へ
渡
航
し
よ
う
と
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。

　
ハ
リ
ー
容
疑
者
は
、
２
０
０

２
年
の
バ
リ
島
爆
弾
テ
ロ
実
行

犯
の
一
人
、
ウ
マ
ー
ル
・
パ
テ

ッ
ク
容
疑
者
の
逃
亡
ほ
う
助
や

銃
器
所
持
な
ど
で
、
過
去
に
２

度
収
監
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

刑
務
所
で
は
、
同
房
に
な
っ
た

高
齢
の
過
激
派
指
導
者
ア
ブ
・

バ
カ
ル
・
バ
ア
シ
ル
受
刑
者
の

身
の
回
り
の
世
話
を
し
た
ほ

か
、
16
年
の
サ
リ
ナ
デ
パ
ー
ト

前
爆
破
テ
ロ
事
件
の
黒
幕
で
、

Ｉ
Ｓ
構
成
員
と
さ
れ
る
バ
フ
ル

ン
・
ナ
イ
ム
容
疑
者
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
16
年
３
月
に
刑
期
を
終
え

釈
放
さ
れ
て
い
た
。

　
国
家
警
察
は
、
昨
年
５
月
に

15
年
ぶ
り
と
な
る
改
正
テ
ロ
法

が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
計
３
７

０
人
を
同
法
違
反
容
疑
で
逮
捕

し
た
。
戦
闘
参
加
目
的
で
海
外

渡
航
す
る
者
の
予
防
拘
禁
は
、

改
正
法
で
新
た
に
盛
り
込
ま
れ

た
過
激
派
の
摘
発
強
化
策
で
、

今
回
初
め
て
同
条
項
を
適
用
し

た
と
し
て
い
る
。（

蓜
島
克
彦
）

シ
リ
ア
渡
航
計
画

元
受
刑
者
を
逮
捕

ス
カ
ル
ノ
ハ
ッ
タ
空
港

被
災
の
記
憶
、後
世
に

中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
震
災  

ユ
ネ
ス
コ
、博
物
館
の
復
興
支
援

　
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
、
２
０
１
８
年
９
月
の
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
震
災

の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
支
援
を
始
め
た
。
約
７
割
の
収
蔵
品
が
被
害
を
受
け
た
、
州

立
博
物
館
の
職
員
へ
の
補
修
手
順
指
導
や
災
害
記
録
の
保
存
・
展
示
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
目

的
で
日
本
の
博
物
館
を
巡
る
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。
今
後
は
日
本
を
例
に
し
た
震
災
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
見
通
し
で
、
博
物
館
に
防
災
減
災
の
意
識
を
地
域
に
発
信
す
る
役

割
を
担
わ
せ
た
い
考
え
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
昭
浩
）

　
支
援
は
、
自
然
災
害
や
武
力

紛
争
な
ど
の
人
災
に
よ
る
文
化

財
や
文
化
の
多
様
性
喪
失
の
危

機
に
対
応
す
る
た
め
、
15
年
に

設
立
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
遺
産
緊

急
基
金
を
通
し
て
行
わ
れ
、
同

様
の
援
助
を
実
施
す
る
オ
ラ
ン

ダ
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

プ
リ
ン
ス
ク
ラ
ウ
ス
基

金
、
紙
資
料
修
復
事
業
を

手
掛
け
る
東
京
修
復
保
存

セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
、

東
京
青
梅
市
）
が
協
力
。

割
れ
た
陶
磁
器
な
ど
収
蔵

品
の
補
修
▽
災
害
リ
ス
ク

軽
減
方
法
の
見
直
し
と
拡

張
▽
一
般
市
民
へ
の
災
害

注
意
喚
起
、
減
災
教
育

―
―
の
３
事
業
が
柱
と
な
っ
て

い
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
事

務
所
か
ら
18
年
末
に
承
認
が
下

り
、
複
数
の
取
り
組
み
が
こ
と

し
７
月
ま
で
実
施
さ
れ
る
。
支

援
総
額
は
約
４
０
０
万
円
。

　
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
立
博
物

館
は
震
災
で
陶
磁
器
計
８
３
４

点
の
う
ち
約
７
割
に
破
損
な
ど

の
被
害
が
あ
っ
た
。
修
復
と
再

分
類
作
業
は
専
門
家
の
指
導
の

も
と
、
職
員
15
人
が
実
施
。
支

援
で
届
い
た
耐
衝
撃
性
を
備
え

た
折
り
た
た
み
式
の
収
納
箱
２

０
０
個
に
移
し
替
え
た
。

　
イ
ク
サ
ム
・
ジ
ョ
リ
ミ
副
館

長
は
１
月
下
旬
の
８
日
間
、
東

日
本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震

災
の
被
災
地
を
訪
問
。
宮
城
県

石
巻
市
の
震
災
伝
承
ス
ペ
ー
ス

つ
な
ぐ
館
や
東
松
島
市
の
震
災

復
興
伝
承
館
、
多
賀
城
市
東
北

歴
史
博
物
館
、
気
仙
沼
市
リ
ア

ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
の
展
示
や

防
潮
堤
の
建
設
現
場
な
ど
を
見

て
回
っ
た
。

　
震
災
前
後
を
比
較
し
、
復
興

の
プ
ロ
セ
ス
を
展
示
す
る
手
法

や
被
災
女
性
ら
が
津
波
で
流
さ

れ
た
廃
材
を
使
っ
て
手
工
芸
品

を
作
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、
縄

文
人
が
津
波
が
来
な
い
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
示

す
史
料
が
あ
る
、
奥
松
島
縄
文

村
歴
史
資
料
館
（
東
松
島
市
）

の
展
示
に
は
「
日
本
人
は
昔
の

知
恵
を
今
日
に
生
か
し
て
い

る
」
と
感
銘
を
受
け
た
。

　
「
車
や
家
、
子
ど
も
、
街
の

が
れ
き
、
当
時
を
伝
え
る
新
聞

な
ど
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
ま
と

め
る
手
法
は
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
」
と
収
穫
を
得
た
様
子

で
、
「
被
災
体
験
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
や
災
害
リ
ス
ク
軽
減

へ
の
取
り
組
み
で
、
国
内
で
最

良
の
例
と
な
る
博
物
館
に
す
る

こ
と
」
を
目
標
に
掲
げ
た
。

　
支
援
事
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
、
紙
資
料
修
復
専
門
家

で
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
立
織
物

博
物
館
特
別
研
究
員
の
坂
本
勇

さ
ん
は
「
地
域
や
子
ど
も
た
ち

へ
の
防
災
減
災
教
育
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
館
内
に
設
置
す
る

こ
と
が
一
番
大
変
」
と
今
後
を

見
据
え
た
。

　
日
本
の
被
災
地
訪
問
に
は
地

元
紙
ラ
ダ
ル
・
ス
ル
テ
ン
の
記

者
も
同
行
。
９
日
か
ら
滞
在
の

様
子
を
連
載
し
て
い
る
。

　
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
震
災
の
被

災
地
パ
ル
市
タ
タ
ン
ガ
郡
で
13

日
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

ヌ
ル
ル
・
ハ
サ
ナ
・
モ
ス
ク
の

再
建
事
業
が
着
工
し
た
。
ア
チ

ェ
州
政
府
が
建
設
費
を
寄
付
。

６
カ
月
で
の
完
工
を
目
指
す
。

た
。
国
営
ア
ン
タ
ラ
通
信
が
伝

え
た
。

　
同
モ
ス
ク
再
建
に
向
け
、
ア

チ
ェ
州
で
は
震
災
後
か
ら
12
日

ま
で
に
、
個
人
や
自
治
体
関

係
、
民
間
企
業
、
市
民
団
体
な

ど
合
計
３
４
０
の
寄
付
者
か
ら

33
億
７
千
万
ル
ピ
ア
が
集
ま
っ

た
。

　
ア
チ
ェ
州
は
ス
マ
ト
ラ
島
沖

地
震
・
津
波
の
被
災
経
験
を
持

つ
。
ノ
フ
ァ
・
イ
リ
ア
ン
シ
ャ

知
事
代
行
は
「
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
モ
ス
ク
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
完

成
後
の
新
名
称
に
は
ア
チ
ェ
を

入
れ
、
ヌ
ル
ル
・
ハ
サ
ナ
・
ア

チ
ェ
・
モ
ス
ク
と
な
る
予
定
。

（
中
島
昭
浩
）

支
援
で
届
い
た
耐
衝
撃
の
箱
に

破
損
し
た
収
蔵
品
を
修
復
し
て

移
し
換
え
る
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ

州
立
博
物
館
職
員
ら
＝
坂
本
さ

ん
提
供

壊滅的な被害を受けたヌルル・ハサナ・モスクの取り壊し作業＝１月８日、
アンタラ通信

パ
ル
に
モ
ス
ク
建
設

ア
チ
ェ
が
寄
付

▼17日に再び候補者舌戦
　大統領選（４月17日投開票）の第
２回公開討論会が17日に行われる。
討論するのは大統領候補のみで、ジ
ョコウィ氏とプラボウォ氏の直接対
決。テーマはエネルギー、インフ
ラ、食料、天然資源、環境。討論会
に備え、プラボウォ氏は15日、中部
ジャワ州スマランでエネルギーや食
料をテーマに演説する。

（ドゥティックコム）
▼ブディ運輸大臣も試乗
　ブディ・カルヤ・スマディ運輸相
は14日、３月開通予定の大量高速鉄
道（ＭＲＴ）に試乗した。ＭＲＴと
他の施設をつなげる公共交通指向型
開発（ＴＯＤ）事業の支援を行って
いくと話した。

（ＭＲＴジャカルタ）
▼プラボウォ氏見舞いへ

　野党の大
統領候補プ
ラボウォ氏
は14日、血
液がんのた
めシンガポ

ールの病院に入院しているアニ・ユ
ドヨノ前大統領夫人を見舞いに訪れ
た。ユドヨノ氏とも懇談した。

（プラボウォ選対）
▼病床のストポ氏も激励

　血液がん
を公表した
アニ・ユド
ヨノ前大統
領夫人に対
し、ステー

ジ４の肺がんで闘病中のストポ国家
防災庁広報部長が14日、応援メッセ
ージを送った。８回目の化学療法の
最中だというストポ氏は病床で動画
撮影し、「あきらめないで。頑張っ
て、この試練に耐えてください」と
激励した。
▼新知事が就任パレード
　東ジャワ州知事に就任したコフィ
ファ・インダル・パラワンサ氏は14
日、東ジャワ州スラバヤ市で就任パ
レードを行った。知事らを乗せたジ
ープ型車99台がウォノクロモ通りな
どを行進した。　　　（アンタラ）
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■バリでＲＣＥＰ会合開催
　日本政府は14日、19～28日にかけ
て、バリ州で第25回東アジア地域包括
的経済連携（ＲＣＥＰ）交渉会合が開
かれると発表した。東南アジア諸国連
合（ＡＳＥＡＮ）加盟国など16カ国が
参加し、関税などの経済的課題を話し
合う。

■ＤＭＯ、総生産量の26％
　エネルギー鉱物資源省は13日、石炭
事業者に義務付ける国内供給義務（Ｄ
ＭＯ）について、ことしは国内総生産
量の最大値４億9000万トンの26％に当
たる１億2800万トンになったと発表し
た。昨年実績より約１割増となる。

　

―
―
ダ
バ
オ
赴
任
前
の
主
な
お

仕
事
は
。

　

「
在
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
に

勤
務
、
語
学
も
含
め
て
専
門
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
な
の
で
、
ダ
バ
オ
と

言
わ
れ
た
時
は
さ
す
が
に
驚
い
た

が
、
当
時
で
も
ダ
バ
オ
と
日
本
と

の
歴
史
的
関
わ
り
に
つ
い
て
は
多

少
知
っ
て
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
ダ
バ
オ
の
日
本
領
事
事
務
所

が
１
月
１
日
か
ら
総
領
事
館
に
格
上
げ
さ
れ
た
。
２
月
９
日
か
ら

11
日
に
か
け
て
は
河
野
太
郎
外
相
が
ダ
バ
オ
を
訪
問
し
て
総
領
事

館
開
設
式
典
に
出
席
、
比
日
外
相
会
談
も
行
っ
た
。
ダ
バ
オ
に
は

麻
農
園
経
営
を
中
心
と
し
た
移
民
が
戦
前
か
ら
暮
ら
し
た
長
い
日

本
人
社
会
の
歴
史
が
あ
る
。
三
輪
芳
明
総
領
事
に
総
領
事
館
の
役

割
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

（
聞
き
手
は
ま
に
ら
新
聞
編
集
長　

石
山
永
一
郎
、
写
真
も
）

と
比
べ
る
と
暑
い
所
に
来
た
こ
と

に
な
る
が
、
在
イ
ラ
ク
大
使
館
勤

務
も
経
験
し
、
50
度
の
暑
さ
も
知

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、

酷
暑
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い
。
ダ

日本人移民の歴史持つ町

和
平
で
経
済
発
展
期
待

三
輪
芳
明・駐
ダ
バ
オ
総
領
事

バ
オ
だ
け
で
な
く
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

各
地
を
回
っ
て
当
地
の
事
情
を
楽

し
く
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」

　

―
―
総
領
事
館
格
上
げ
の
背
景

は
。

　

「
ダ
バ
オ
は
戦
前
か
ら
の
日
本

人
移
民
の
歴
史
を
持
つ
町
。
実
際

に
今
も
日
本
人
の
血
を
引
く
人
は

多
い
。
こ
の
地
で
要
職
に
就
く
日

系
人
も
少
な
く
な
い
。
歴
史
的
背

景
に
加
え
、
近
年
、
ダ
バ
オ
に
住

む
日
本
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

周
辺
地
域
を
含
め
て
現
在
約
１
１

０
０
人
に
上
っ
て
い
る
。
ミ
ン
ダ

ナ
オ
全
体
で
は
約
１
８
０
０
人
。

ダ
バ
オ
の
将
来
性
も
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ダ
バ
オ
は
、
比
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ブ
ル

ネ
イ
の
４
カ
国
に
よ
る
地
域
協
力

『
東
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
成
長
地
域
』

（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｐ̶

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ａ
）
の
ハ

ブ
と
し
て
発
展
し
て
い
く
は
ず

だ
。
ま
た
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領

の
地
盤
で
、
娘
の
サ
ラ
さ
ん
が
市

長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
重

要
だ
」

　

―
―
ダ
バ
オ
に
総
領
事
館
を
置

三
輪
芳
明
・
駐
ダ
バ
オ
総
領
事
＝
１

月
、
ダ
バ
オ

い
て
い
る
国
は
。

　

「
中
国
が
昨
年
10
月
に
開
設

し
、
王
毅
外
相
が
ダ
バ
オ
に
や
っ

て
来
た
。
中
国
な
り
の
政
治
的
思

惑
も
あ
る
の
だ
と
思
う
が
、
中
国

総
領
事
と
は
仲
良
く
付
き
合
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
他
は
マ
レ
ー

シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
、

米
国
も
領
事
館
を
置
い
て
い
な

い
」

　

―
―
サ
ラ
市
長
を
め
ぐ
っ
て
は

２
０
２
２
年
の
次
期
大
統
領
選
へ

の
出
馬
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。

印
象
は
。

　

「
と
て
も
気
さ
く
で
茶
目
っ
気

も
あ
る
方
だ
。
昨
年
末
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
見
に
行
っ
た
。
招
待
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
私
の

姿
を
見
つ
け
る
と
笑
顔
に
な
り
、

自
ら
椅
子
を
探
し
て
き
て
席
に
座

ら
せ
て
く
れ
た
。
市
長
に
は
邦
人

の
安
全
確
保
な
ど
を
日
頃
か
ら
お

願
い
し
て
い
る
が
、
ダ
バ
オ
は
ミ

ン
ダ
ナ
オ
地
方
全
域
を
対
象
と
し

た
戒
厳
令
下
に
あ
る
と
は
い
え
、

多
く
の
人
が
治
安
面
の
不
安
は
マ

ニ
ラ
と
比
べ
て
も
小
さ
い
と
言
っ

て
い
る
。
交
通
渋
滞
も
増
大
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
暮
ら
し
や
す

く
、
働
き
や
す
い
地
だ
と
思
う
」

　

―
―
日
系
企
業
の
投
資
状
況
は

ど
う
か
。
戒
厳
令
下
で
は
外
国
投

資
誘
致
も
難
し
い
と
思
う
が
。

　

「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
へ
の
日
系
進
出

企
業
と
し
て
は
伝
統
的
に
は
バ
ナ

ナ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
流
だ
っ
た

が
、
最
近
の
ダ
バ
オ
に
は
比
人
の

英
語
力
な
ど
に
着
目
し
た
Ｉ
Ｔ
関

係
企
業
の
進
出
が
見
ら
れ
る
こ
と

に
注
目
し
て
い
る
。
『
ミ
ン
ダ
ナ

オ
日
本
人
商
工
会
議
所
』
も
ダ
バ

オ
に
あ
る
。
カ
ガ
ヤ
ン
デ
オ
ロ
に

は
ピ
リ
ピ
ナ
ス
花
王
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
テ
ィ
ー
ル
（
旧
川
崎
製
鉄
な

ど
）
、
ブ
ト
ゥ
ア
ン
で
は
近
年
、

長
大
が
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
て
い
る
。
戒
厳
令
が
必
要

で
な
く
な
る
こ
と
を
私
も
願
っ
て

は
い
る
が
、
現
状
は
軍
、
警
察
と

も
必
要
と
判
断
し
て
い
る
よ
う

だ
」

　

―
―
イ
ス
ラ
ム
自
治
政
府
の
今

後
に
つ
い
て
は
。

　

「
日
本
も
和
平
に
長
年
関
与
し

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
自
治
政
府

の
発
足
で
安
定
的
な
自
治
の
枠
組

み
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
西
部
は
農
業

資
源
だ
け
で
な
く
天
然
ガ
ス
な
ど

の
資
源
も
豊
富
。
和
平
に
よ
っ
て

資
源
開
発
を
含
む
経
済
発
展
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

　

―
―
当
面
の
総
領
事
館
と
し
て

の
課
題
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
。

　

「
日
系
３
世
、
４
世
の
就
籍

（
日
本
国
籍
取
得
）
の
支
援
は
今

後
も
続
け
る
。
ダ
バ
オ
に
日
本
人

会
が
で
き
た
の
は
１
９
１
８
年
。

領
事
館
が
で
き
た
の
は
１
９
２
０

年
。
そ
の
間
の
年
か
ら
１
０
０
年

に
当
た
る
今
年
を
『
ダ
バ
オ
日
本

人
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー
１
０
０
年
』
の

記
念
年
と
し
、
10
月
に
は
日
系
人

会
ら
関
係
団
体
と
日
本
紹
介
行
事

や
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
歴
史
を
踏
ま
え

て
ダ
バ
オ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」

　
　
　
　

×　
　
　

×

　

み
わ
・
よ
し
あ
き　

１
９
５
８

年
生
ま
れ
。
２
０
１
６
年
ま
で
在

フ
ィ
イ
ン
ラ
ン
ド
日
本
大
使
館
に

３
回
勤
務
。
こ
の
間
、
08
〜
10

年
、
在
イ
ラ
ク
日
本
大
使
館
勤

務
。
18
年
３
月
に
ダ
バ
オ
領
事
館

事
務
所
に
着
任
。
19
年
１
月
の
総

領
事
館
へ
の
格
上
げ
と
と
も
に
現

職
。
趣
味
は
読
書
。

アウトレットに来て
                              ブランド直営店をＰＲ三 井 不 動 産
商業マネジメント

こ
と
し
は
73
万
Ｋ
Ｗ

再
エ
ネ
創
出
32
万
Ｋ
Ｗ

国
営
電
力

　

国
営
電
力
Ｐ
Ｌ
Ｎ
は
13
日
、

昨
年
創
出
し
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
発
電
能
力
が
32
万
８

千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｗ
）
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
昨
年
７
月
に

本
格
稼
働
し
た
、
南
ス
ラ
ウ
ェ

シ
州
シ
デ
ン
レ
ン
・
ラ
パ
ン
県

シ
ド
ラ
ッ
プ
風
力
発
電
所
の
７

万
５
千
Ｋ
Ｗ
も
含
む
。

　

数
年
越
し
の
案
件
が
花
開
く

こ
と
し
は
、
73
万
６
千
Ｋ
Ｗ
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
を

見
込
む
。
同
州
ジ
ェ
ネ
ポ
ン
ト

県
風
力
発
電
所
の
７
万
２
千
Ｋ

Ｗ
や
、
住
友
商
事
が
参
画
す
る

西
ス
マ
ト
ラ
州
南
ソ
ロ
ッ
ク
県

ム
ア
ラ
ラ
ボ
鉱
区
の
地
熱
発
電

所
の
８
万
Ｋ
Ｗ
な
ど
が
有
望
な

案
件
だ
。

　

現
在
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
総
発
電
能
力
は
６
７
１
万

１
２
０
０
Ｋ
Ｗ
で
、
全
体
の

11
・
76
％
。
政
府
は
２
０
２
５

年
に
は
、
全
体
の
23
％
に
し
た

い
考
え
だ
が
、
道
半
ば
だ
。

　

電
力
需
要
が
増
大
す
る
中
、

大
型
の
石
炭
・
ガ
ス
火
力
発
電

所
と
比
較
し
て
、
桁
が
一
つ
少

な
い
案
件
が
多
い
地
熱
・
風
力

発
電
事
業
で
発
電
量
を
確
保
す

る
に
は
、
数
多
く
の
計
画
を
進

め
る
し
か
な
い
。
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
付
与
を
手
厚
く
す
る
の
み

で
な
く
、
規
制
の
緩
和
や
許
認

可
制
度
改
革
が
よ
り
必
要
に
な

り
そ
う
だ
。　
　

（
平
野
慧
）

　

三
井
不
動
産
商
業
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
年
々
増
加
す
る
訪
日

旅
行
者
に
対
し
、
日
本
で
展
開

す
る
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー

ク
へ
の
呼
び
込
み
を
強
化
す

る
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
価
格
で
購
入
で

き
る
メ
ー
カ
ー
・
ブ
ラ
ン
ド
直

営
の
複
合
型
商
業
施
設
は
近
年

訪
日
旅
行
者
の
注
目
を
集
め
て

い
る
ほ
か
、

店
舗
側
も
国

内
の
買
い
物

客
よ
り
消
費

額
が
多
い
外

国
人
客
の
受

け
入
れ
を
進

め
て
い
る
。

　

同
社
は
三

井
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
パ
ー
ク

を
日
本
で
12

店
営
業
し
、

中
国
、
台

湾
、
マ
レ
ー

シ
ア
に
も
展

記
念
撮
影
に

応
じ
る
犬
走

執
行
役
員

（
左
）
ら

開
し
て
い
る
。
14
日
に
は
、
中

央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
ホ
テ
ル
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

メ
デ
ィ
ア
約
60
社
を
集
め
、
日

本
で
営
業
す
る
商
業
施
設
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

訪
日
客
の
取
り
組
み
に
関
し

て
、
西
日
本
支
店
観
光
営
業
推

進
室
の
犬
走
泰
信
・
執
行
役
員

は
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
御
殿
場

プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

（
静
岡
県
御
殿
場
市
）
が
優
勢

に
あ
る
と
指
摘
。
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
上
で
、
（
富
士
山
な

ど
観
光
資
源
が
あ
る
）
エ
リ
ア

の
強
さ
は
認
め
ざ
る
得
な
い
」

と
話
し
た
。
三
井
不
動
産
商
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
施
設
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
利
用
者
は
全
体
の

５
％
未
満
だ
と
い
う
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
、
旅
行
先

の
分
散
を
背
景
に
、
店
舗
の
あ

る
自
治
体
と
協
力
し
た
観
光
誘

致
の
促
進
や
、
旅
行
会
社
、
銀

行
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

と
協
力
し
た
割
引
や
優
待
の
提

供
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

の
広
報
活
動
な
ど
を
計
画
。
既

に
中
国
や
台
湾
、
タ
イ
で
同
様

の
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
海
外
か
ら
の
集
客
は
、

周
辺
の
空
港
へ
の
航
空
会
社
の

就
航
、
便
数
の
状
況
に
大
き
く

影
響
さ
れ
る
と
し
、
３
月
に
予

定
さ
れ
る
国
営
ガ
ル
ー
ダ
航
空

の
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ

ア
、
愛
知
県
常
滑
市
）
〜
ス
カ

ル
ノ
ハ
ッ
タ
空
港
（
バ
ン
テ
ン

州
タ
ン
ゲ
ラ
ン
市
）
直
行
便
の

再
開
が
周
辺
店
舗
に
好
影
響
を

与
え
る
と
見
込
む
。

　

し
か
し
、
同
社
の
モ
ー
ル
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
持
つ
飲
食
店
は

１
業
者
に
限
ら
れ
、
言
語
対
応

を
含
め
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
観

光
客
の
受
け
入
れ
状
況
は
不
十

分
と
い
う
。
犬
走
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
勉
強
し
て
、
（
ム
ス
リ

ム
）
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
志
向
を

持
ち
た
い
」
と
話
し
た
。

（
大
野
航
太
郎
、
写
真
も
）

　

英
系
多
国
籍
石
油
会
社
Ｂ
Ｐ

と
石
油
製
品
・
化
学
品
物
流
大

手
ア
ネ
カ
・
キ
ミ
ア
・
ラ
ヤ
は

14
日
、
合
弁
事
業
に
よ
り
今
後

10
年
間
で
３
５
０
件
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
て
い
く

目
標
を
発
表
し
た
。

　

合
弁
ア
ネ
カ
・
ペ
ト
ロ
イ
ン

ド
・
ラ
ヤ
は
こ
れ
ま
で
、
西
ジ

ャ
ワ
州
ブ
カ
シ
、
同
州
チ
ブ
ブ

ル
、
バ
ン
テ
ン
州
南
タ
ン
ゲ
ラ

ン
市
ス
ル
ポ
ン
、
同
市
ビ
ン
タ

ロ
の
４
カ
所
で
ス
タ
ン
ド
を
運

営
し
て
い
る
。
二
輪
・
四
輪
の

普
及
が
進
む
中
、
堅
調
な
需
要

を
見
込
む
。
こ
と
し
中
に
さ
ら

に
20
件
を
開
設
す
る
予
定
だ
と

い
う
。

　

国
内
に
は
国
営
石
油
ガ
ス
・

プ
ル
タ
ミ
ナ
や
英
蘭
石
油
メ
ジ

ャ
ー
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・

シ
ェ
ル
系
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
が
あ
る
が
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
や
ミ
ニ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
備

え
る
な
ど
利
便
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
つ
つ
、
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

合
弁
は
国
内
東
部
地
域
の
空

港
で
の
給
油
事
業
に
も
興
味
を

示
し
て
い
る
。　

（
平
野
慧
）

ス
タ
ン
ド
開
設
目
標

10
年
間
で
350
件

Ｂ
Ｐ
合
弁
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フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
使
用
継
続

　

【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
時

事
】
マ
レ
ー
シ
ア
の
通
信
・
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
省
の
モ
フ
ド
・

ア
リ
・
モ
ハ
マ
ド
・
ノ
ル
事
務

次
官
は
13
日
、
中
国
通
信
機
器

大
手
、
華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ

ェ
イ
）
の
製
品
に
つ
い
て
、
安

全
保
障
上
に
関
わ
る
具
体
的
な

リ
ス
ク
が
判
明
し
な
い
限
り
、

引
き
続
き
使
用
す
る
と
発
表
し

た
。
同
社
製
品
は
マ
レ
ー
シ
ア

国
内
の
多
く
の
電
話
会
社
が
利

用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
国
家
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
局
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ａ
）
が
中
心
と
な
り
、
中
国
が

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
製
品
を
ス
パ
イ

活
動
に
利
用
し
て
い
る
と
の
疑

惑
や
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
影
響

に
つ
い
て
調
査
を
し
て
い
た
。

　

モ
フ
ド
氏
は
「
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
米
国
が
主
張
し
て
い

る
よ
う
な
懸
念
を
示
す
直
接
的

な
証
拠
は
出
て
い
な
い
」
と
明

ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
通
信
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
（
Ｍ
Ｃ

Ｍ
Ｃ
）
が
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
を

含
む
次
世
代
通
信
規
格
「
第
５

世
代
（
５
Ｇ
）
」
に
関
心
を
持

つ
企
業
に
、
国
内
で
議
論
を
始

め
る
よ
う
に
要
請
し
た
と
述
べ

た
。

　

２
０
１
９
年
に
は
首
都
圏
南

部
の
情
報
産
業
集
積
都
市
サ
イ

バ
ー
ジ
ャ
ヤ
と
行
政
首
都
プ
ト

ラ
ジ
ャ
ヤ
で
５
Ｇ
の
試
験
運
用

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

北
の
非
核
化「
可
能
性
低
い
」

　

【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
米
イ

ン
ド
太
平
洋
軍
の
デ
ー
ビ
ッ
ド

ソ
ン
司
令
官
は
12
日
、
上
院
軍

事
委
員
会
の
公
聴
会
に
提
出
し

た
書
面
で
「
北
朝
鮮
が
全
て
の

核
兵
器
と
核
兵
器
製
造
能
力
を

放
棄
す
る
可
能
性
は
低
い
」
と

の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
目
指
す
北
朝
鮮
の

完
全
な
非
核
化
に
悲
観
的
見
方

を
示
し
た
。

　

デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
氏
は
北
朝

鮮
情
勢
に
つ
い
て
「
緊
張
は
低

下
し
た
」
と
述
べ
、
２
月
末
に

ベ
ト
ナ
ム
で
予
定
さ
れ
る
２
回

目
の
米
朝
首
脳
会
談
に
期
待
を

表
明
。
一
方
で
「
北
朝
鮮
は
部

分
的
な
非
核
化
に
応
じ
る
見
返

り
と
し
て
、
米
国
や
国
際
社
会

か
ら
譲
歩
を
引
き
出
す
こ
と
を

狙
っ
て
い
る
。
（
こ
の
点
で
）

イ
ン
ド
太
平
洋
軍
の
分
析
は
情

報
機
関
の
見
解
と
一
致
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

深
圳
に
中
国
最
高
層
ビ
ル

　

13
日
付
の
中
国
系
香
港
紙
、

大
公
報
に
よ
る
と
、
広
東
省
深

圳
市
竜
崗
区
で
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
複
合
タ
ワ
ー
ビ
ル

「
深
港
国
際
セ
ン
タ
ー
」
は
、

高
さ
７
０
０
メ
ー
ト
ル
と
な

り
、
国
内
最
高
層
と
な
る
見
通

し
だ
。
同
区
当
局
が
11
日
に
開

催
し
た
会
議
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　

当
局
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ

の
ほ
ど
同
ビ
ル
の
建
設
認
可
を

正
式
に
得
た
。
完
成
す
れ
ば
、

上
海
中
心
大
厦
（
上
海
タ
ワ

ー
、
高
さ
６
３
２
メ
ー
ト
ル
）

を
上
回
る
見
通
し
。
米
国
の

「
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ス
ミ
ス
＋

（
プ
ラ
ス
）
ゴ
ー
ド
ン
・
ジ

ル
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
」
（
Ａ

Ｓ
＋
Ｇ
Ｇ
）
が
設
計
を
手
掛
け

る
。

　

資
料
に
よ
る
と
、
深
港
国
際

セ
ン
タ
ー
は
同
区
東
部
の
大
雲

新
城
に
位
置
す
る
。
５
０
０
億

元
（
約
８
２
０
０
億
円
）
で
、

敷
地
面
積
は
32
万
３
千
平
方
メ

ー
ト
ル
。
２
０
１
８
年
３
月
に

着
工
し
て
お
り
、
２
４
年
に
完

成
予
定
。
五
つ
星
ホ
テ
ル
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
が
入
居
す
る
と
い

う
。

生
花
の
到
着
増
え
る

　

中
国
航
空
大
手
の
南
方
航
空

と
同
社
系
物
流
会
社
の
瀋
陽
空

港
物
流
は
こ
の
ほ
ど
、
瀋
陽
桃

仙
国
際
空
港
（
遼
寧
省
瀋
陽

市
）
に
他
地
域
か
ら
輸
送
さ
れ

て
き
た
生
花
の
量
が
今
月
11
〜

13
日
、
通
常
時
に
比
べ
て
25
％

多
い
１
日
当
た
り
約
15
ト
ン
と

な
っ
た
こ
と
を
公
表
し
た
。
14

日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
前

に
、
男
性
か
ら
女
性
に
贈
る
花

束
の
需
要
が
急
増
し
た
。
瀋
陽

網
が
14
日
伝
え
た
。

　

同
空
港
に
到
着
し
た
花
束
は

主
に
雲
南
省
昆
明
や
広
東
省
広

州
市
か
ら
の
も
の
で
、
約
８
割

が
バ
ラ
。
ほ
か
に
ユ
リ
や
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
ナ
ギ
ク
な
ど

も
あ
っ
た
。

　

瀋
陽
市
は
中
国
東
北
部
に
あ

っ
て
冬
は
寒
い
た
め
、
生
花
は

主
に
南
方
地
域
で
生
産
さ
れ
た

も
の
が
市
場
に
出
回
る
。
冷
気

に
さ
ら
さ
れ
て
花
が
痛
む
こ
と

を
防
ぐ
た
め
、
作
業
を
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
対
応
し
た
。

米
、関
税
引
き
上
げ
60
日
延
期
も

米
通
信
社
報
道  

対
中
貿
易
協
議
で

　

【
北
京
、
ワ
シ
ン
ト
ン
時

事
】
米
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
通
信

は
14
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が

中
国
製
品
に
対
す
る
追
加
関
税

の
引
き
上
げ
を
60
日
間
延
期
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
報

じ
た
。
米
国
は
こ
れ
ま
で
、
対

中
貿
易
協
議
が
３
月
１
日
の
期

限
ま
で
に
合
意
で
き
な
い
場

合
、
翌
日
か
ら
制
裁
関
税
を
強

化
す
る
方
針
を
示
し
て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
12
日
、

３
月
１
日
の
交
渉
期
限
に
つ
い

て
「
真
の
合
意
に
近
づ
け
ば
、

期
限
を
若
干
延
長
す
る
こ
と
も

で
き
る
」
と
記
者
団
に
語
っ
て

い
た
。
米
中
の
閣
僚
級
協
議
が

14
日
、
北
京
で
始
ま
っ
た
。　

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
期
限
内

に
合
意
に
達
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
翌
日
に
中
国
か
ら
の
輸
入
品

２
千
億
ド
ル
（
約
22
兆
円
）
相

当
に
対
す
る
追
加
関
税
率
を
10

％
か
ら
25
％
に
引
き
上
げ
る
方

針
を
示
し
て
き
た
。

香
港
企
業
の
移
転
増
加

ベ
ト
ナ
ム   

米
中
貿
易
摩
擦
で
加
速

　

米
中
貿
易
摩
擦
が
激
化
す
る

中
、
ベ
ト
ナ
ム
に
製
造
拠
点
を

移
す
香
港
企
業
が
増
え
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
紙
ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ

ー
（
Ｖ
Ｉ
Ｒ
）
が
伝
え
た
。

　

香
港
の
製
造
業
は
、
長
年
に

わ
た
っ
て
中
国
本
土
に
工
場
を

設
置
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年

は
関
税
の
上
昇
か
ら
逃
れ
る
た

め
、
生
産
ラ
イ
ン
を
ベ
ト
ナ
ム

を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
に

移
す
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

香
港
貿
易
発
展
局
（
Ｈ
Ｋ
Ｔ

Ｄ
Ｃ
）
が
公
表
し
た
統
計
に
よ

る
と
、
２
０
１
８
年
１
〜
９
月

の
対
ベ
ト
ナ
ム
貿
易
額
は
１
８

０
億
ド
ル
に
上
っ
た
。
17
年
は

通
年
で
１
８
１
億
１
千
万
ド
ル

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
計
画
投
資

省
に
よ
る
と
、
18
年
上
半
期

（
１
〜
６
月
）
の
香
港
か
ら
の

外
国
直
接
投
資
額
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）

は
１
９
０
億
ド
ル
を
記
録
し

た
。

　

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
香
港
の
商
業
銀
行

部
門
の
テ
レ
ン
ス
・
チ
ウ
氏
は

Ｖ
Ｉ
Ｒ
紙
に
対
し
、
同
行
の
顧

客
企
業
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
は

刺
激
的
な
新
市
場
だ
と
指
摘
し

て
い
る
。
数
年
前
か
ら
製
造
業

の
移
転
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
米
中
貿
易
摩
擦
で
、
経

営
者
は
危
機
感
を
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

先
月
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
香
港
の

自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が

発
効
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
と
香

港
の
貿
易
は
さ
ら
に
活
発
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

  

台
湾
フ
ァ
ミ
マ

 

ハ
イ
テ
ク
強
化
へ

ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
拡
大

　

14
日
付
の
台
湾
経
済
紙
・
経

済
日
報
に
よ
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
大
手
、

全
家
便
利
商
店
（
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
）
の
葉
栄
廷
董
事
長

（
会
長
）
は
13
日
、
向
こ
う
３

年
で
１
０
０
億
台
湾
ド
ル
（
約

３
６
０
億
円
）
規
模
の
資
金
を

投
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
ハ
イ
テ
ク

化
を
強
化
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
今
年
は
売
上
高
で
前

年
比
２
桁
増
、
店
舗
数
２
０
０

店
以
上
増
を
目
指
す
。

　

専
門
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

強
化
す
る
ほ
か
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
に
よ
る
解
析
や
自
社
ク
ラ
ウ

ド
の
構
築
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な

ど
を
進
め
る
。

　

物
流
拠
点
の
整
備
も
進
め
、

昨
年
11
月
に
稼
働
し
た
高
雄
に

続
き
、
台
中
、
台
北
、
花
蓮
で

も
設
置
を
急
ぐ
。

　

18
年
12
月
期
連
結
売
上
高

は
、
前
期
比
11
・
３
％
増
の
７

１
７
億
２
千
万
台
湾
ド
ル
で
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。
中
食
の

売
り
上
げ
が
10
％
増
加
し
た
。

会
員
登
録
し
た
客
の
販
売
が
全

体
の
35
％
を
占
め
た
ほ
か
、
電

子
商
取
引
分
野
の
物
流
・
販
売

も
伸
び
た
。
配
送
サ
ー
ビ
ス
の

取
扱
量
は
25
％
増
の
９
５
０
０

万
件
に
達
し
た
。

　香港で14日、人工知能と顔認
証システムを利用した〝スマー
ト刑務所〟の実証実験が公開さ
れた。受刑者用のリストバンド
は、ビデオ解析と体の異常な動

スマート刑務所    香港
　

14
日
付
の
台
湾
経
済
紙
・
工

商
時
報
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
が
展
開
す
る

「
ユ
ニ
ク
ロ
」
と
姉
妹
ブ
ラ
ン

ド
で
低
価
格
帯
の
ジ
ー
ユ
ー

（
Ｇ
Ｕ
）
は
こ
と
し
、
台
湾
で

の
出
店
を
加
速
し
、
15
店
舗
体

制
と
す
る
計
画
だ
。
ま
ず
は
上

半
期
（
１
〜
６
月
）
に
４
店
舗

を
新
規
出
店
す
る
。
台
湾
の
フ

ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
場

は
、
こ
の
７
年
足
ら
ず
で
飽
和

状
態
と
な
り
、
欧
米
韓
の
ブ
ラ

ン
ド
が
相
次
い
で
撤
退
や
縮
小

に
踏
み
切
る
中
、
ジ
ー
ユ
ー
は

攻
勢
を
続
け
る
。

　

５
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
台

中
崇
徳
路
店
は
、
海
外
で
は
初

の
路
面
店
と
な
る
。
売
り
場
面

積
は
２
２
０
坪
を
予
定
。
高
齢

者
の
顧
客
が
多
い
場
合
は
シ
ル

バ
ー
向
け
の
買
い
物
サ
ー
ビ
ス

を
強
化
す
る
な
ど
、
出
店
エ
リ

ア
の
消
費
者
に
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
す
る
方
針
だ
。

　

ジ
ー
ユ
ー
海
外
事
業
・
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
担
当
の
末
永
智
明

氏
は
「
困
難
な
環
境
だ
が
、
台

湾
は
ジ
ー
ユ
ー
に
と
っ
て
、
最

も
大
き
く
成
長
し
て
い
る
海
外

市
場
だ
」
と
説
明
。
同
社
は
台

湾
の
ほ
か
、
中
国
、
香
港
、
韓

国
に
進
出
し
て
お
り
、
台
湾
で

は
ネ
ッ
ト
通
販
を
含
め
て
11
拠

点
を
展
開
し
て
い
る
。

　

台
湾
で
２
店
舗
を
運
営
し
て

い
た
米
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
21
は
昨

年
、
台
湾
１
号
店
を
閉
店
。
韓

国
の
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｏ
と
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｘ
Ｏ

は
台
湾
か
ら
撤
退
。
ス
ペ
イ
ン

の
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ａ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
へ
ネ
ス
・
ア
ン
ド
・
マ
ウ
リ

ッ
ツ
（
Ｈ
＆
Ｍ
）
は
店
舗
拡
大

を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｕ
、台
湾
で
出
店
加
速

上
半
期
に
４
店
舗

　

【
ソ
ウ
ル
時
事
】
米
ロ
ス
ア

ラ
モ
ス
国
立
研
究
所
の
ヘ
ッ
カ

ー
元
所
長
ら
は
現
地
時
間
の
11

日
、
北
朝
鮮
が
２
０
１
８
年
中

も
核
物
質
の
生
産
を
続
け
、
核

兵
器
５
〜
７
発
を
新
た
に
製
造

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
分
析
し

た
報
告
書
を
発
表
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮

は
寧
辺
の
核
施
設
に
あ
る
５
千

キ
ロ
ワ
ッ
ト
黒
鉛
減
速
炉
な
ど

を
稼
働
し
、
使
用
済
み
核
燃
料

か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
５
〜
８
キ

ロ
を
新
た
に
抽
出
し
た
と
み
ら

れ
る
。
ヘ
ッ
カ
ー
氏
ら
は
、
北

朝
鮮
が
17
年
末
に
核
兵
器
を
約

30
発
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
20
〜

40
キ
ロ
保
有
し
て
い
る
と
推
定

し
て
い
た
。

　

報
告
書
は
ま
た
、
北
朝
鮮
が

核
兵
器
に
転
用
可
能
な
高
濃
縮

ウ
ラ
ン
を
17
年
末
の
推
定
量
２

５
０
〜
５
０
０
キ
ロ
か
ら
１
５

０
キ
ロ
増
や
し
た
と
推
計
し

た
。

　

た
だ
、
ヘ
ッ
カ
ー
氏
ら
は
、

北
朝
鮮
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
実
験

を
17
年
11
月
を
最
後
に
控
え
て

お
り
、
昨
年
６
月
の
米
朝
首
脳

会
談
な
ど
を
通
じ
て
「
戦
争
の

瀬
戸
際
」
か
ら
離
れ
た
と
も
指

摘
。
外
交
努
力
が
「
北
朝
鮮
の

脅
威
を
大
き
く
減
ら
し
た
」
と

総
括
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
核
兵
器
数
を
め
ぐ

っ
て
は
、
米
国
防
情
報
局
（
Ｄ

Ｉ
Ａ
）
が
最
大
60
発
と
推
定
し

た
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
コ

ー
ツ
国
家
情
報
長
官
は
１
月
、

北
朝
鮮
が
す
べ
て
の
核
兵
器
を

放
棄
す
る
可
能
性
は
低
い
と
の

見
方
を
示
し
て
い
た
。

  

核
兵
器
最
大
７
発
製
造
か

  

北
朝
鮮
、昨
年
１
年
間
で

米
専
門
家
ら
が
報
告
書

きを感知するシステムを備え
る。新しく入所する受刑者の便
を検査するロボットアームもあ
り、デモンストレーションが行
われた。（ＥＰＡ＝時事）

北
朝
鮮
・
寧
辺
に
あ
る
５
千
キ
ロ
ワ

ッ
ト
黒
鉛
減
速
炉
の
衛
星
写
真
＝
米

デ
ジ
タ
ル
グ
ロ
ー
ブ
社
が
２
０
０
５

年
９
月
に
公
表
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）
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違
法
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供

　

14
日
付
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済

紙
マ
レ
ー
シ
ア
ン
・
リ
ザ
ー
ブ

が
国
営
ベ
ル
ナ
マ
通
信
電
と
し

て
報
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

エ
デ
ィ
ン
通
信
・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
副
大
臣
は
、
違
法
コ
ン
テ

ン
ツ
を
視
聴
で
き
る
「
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
Ｔ
Ｖ
ボ
ッ
ク
ス
」
の
販

売
を
禁
止
す
る
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
副
大
臣
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

通
信
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
委
員
会

（
Ｍ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）
と
、
著
作
権
法

を
管
轄
し
て
い
る
国
内
取
引
・

消
費
者
省
の
間
で
協
議
を
進
め

て
い
る
と
説
明
。
「
詳
細
な
検

討
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
年
末

ま
で
に
作
業
を
完
了
さ
せ
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
検
討
作
業
が
終
わ
る

ま
で
、
当
面
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

Ｔ
Ｖ
ボ
ッ
ク
ス
の
販
売
を
規
制

し
な
い
と
語
っ
た
。

タ
イ
で
帯
電
防
止
剤

　

【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
三
洋
化

成
工
業
は
14
日
、
電
子
部
品
の

保
護
な
ど
に
使
う
永
久
帯
電
防

止
剤
を
タ
イ
で
生
産
す
る
と
発

表
し
た
。
現
地
法
人
サ
ン
ヨ
ー

カ
セ
イ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
が
東

部
ラ
ヨ
ン
県
の
工
場
に
年
産
１

５
０
０
ト
ン
の
設
備
を
導
入

し
、
２
０
２
１
年
４
月
に
稼
働

す
る
。
投
資
額
は
約
36
億
円
。

　

三
洋
化
成
は
茨
城
県
の
鹿
島

工
場
で
帯
電
防
止
剤
を
生
産
し

て
お
り
、
タ
イ
の
施
設
が
完
成

す
る
と
年
産
能
力
は
約
４
７
０

０
ト
ン
に
増
え
る
。
帯
電
防
止

剤
は
電
子
部
品
の
包
装
・
搬
送

材
料
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

海
外
の
需
要
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
タ
イ
で
の
生
産
を
決
め

た
。

　

三
洋
化
成
は
タ
イ
で
界
面
活

性
剤
な
ど
を
生
産
、
06
年
に
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
同
社
は
、
タ

イ
化
学
大
手
Ｐ
Ｔ
Ｔ
グ
ロ
ー
バ

ル
ケ
ミ
カ
ル
、
豊
田
通
商
と
合

弁
会
社
を
設
立
、
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
原
料
の
工
場
を
建
設
中
で
、

20
年
に
稼
働
す
る
予
定
。

自
動
運
転
準
備
で
２
位

　

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
世
界
25
カ
国
の
自
動
運
転
車

導
入
に
向
け
た
準
備
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
た
２
０
１
９
年
版

の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
自
動
運
転
車
導
入

準
備
で
前
年
続
い
て
２
位
と
な

っ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
ト
ッ
プ
だ

っ
た
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
は
、
同
準
備
に
関

す
る
「
政
策
・
法
制
」
「
技

術
・
革
新
」
「
イ
ン
フ
ラ
」

「
消
費
者
の
受
け
入
れ
」
の
４

項
目
の
ス
コ
ア
を
合
計
し
た
総

合
ス
コ
ア
か
ら
25
カ
国
を
ラ
ン

ク
付
け
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

「
技
術
・
革
新
」
が
15
位
と
低

か
っ
た
が
、
「
政
策
・
法
制
」

「
消
費
者
の
受
け
入
れ
」
が
ト

ッ
プ
、
「
イ
ン
フ
ラ
」
が
２
位

だ
っ
た
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
は
、
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
政
府
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

（
移
動
）
の
将
来
を
見
越
し
た

対
応
に
積
極
的
だ
。
そ
の
可
能

性
を
真
剣
に
追
求
す
る
と
と
も

に
、
自
律
的
に
機
能
す
る
将
来

を
促
進
す
る
規
制
環
境
を
準
備

し
て
い
る
」
と
評
価
。
さ
ら
に

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
自
動
車
関

連
の
税
金
が
非
常
に
高
い
状
況

は
、
人
々
の
自
動
車
運
転
意
欲

を
効
果
的
に
損
ね
、
自
動
運
転

車
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を

促
し
て
い
る
」
と
の
見
方
を
示

し
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
は
オ
ラ

ン
ダ
だ
っ
た
。
３
位
が
ノ
ル
ウ

ェ
ー
、
４
位
が
米
国
、
５
位
が

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
日
本
は
10
位

だ
っ
た
。

交
通
規
則
順
守
を
検
査

　

ベ
ト
ナ
ム
紙
サ
イ
ゴ
ン
・
タ

イ
ム
ズ
（
電
子
版
）
な
ど
に
よ

る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
は
同
市
を
拠
点
と
す
る
す

べ
て
の
運
送
事
業
者
を
対
象

に
、
交
通
安
全
・
秩
序
規
定
の

順
守
状
況
を
検
査
す
る
合
同
チ

ー
ム
を
設
立
す
る
。

　

２
０
１
９
年
第
１
四
半
期

は
、
18
年
に
自
社
車
両
が
交
通

事
故
を
起
こ
し
た
企
業
を
調
査

す
る
。
第
２
四
半
期
は
市
保
健

局
と
連
携
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
診
断
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
計
画
を
作
成
す
る
。

　

市
運
輸
局
は
今
後
、
各
区
・

郡
人
民
委
員
会
と
協
力
し
、
す

べ
て
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
運

送
車
両
駐
車
場
、
運
送
事
業
者

に
合
同
検
査
チ
ー
ム
や
警
察
の

指
示
を
順
守
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
。
ま

た
、
交
通
安
全
違
反
な
ど
へ
の

厳
し
い
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。

　

【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
と

タ
イ
の
民
間
大
手
バ
ン
コ
ク
銀

行
は
14
日
、
「
連
携
と
協
力
に

関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た

と
発
表
し
た
。
両
者
は
こ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
日
タ
イ
間
の
貿

易
や
投
資
な
ど
の
促
進
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
で
の
協
力
関
係
を
改
め

て
文
書
で
確
認
す
る
と
と
も

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

な
ど
の
新
分
野
で
の
協
力
も
推

進
し
て
い
く
。

　

今
回
の
協
力
協
定
の
主
な
分

野
は
、
日
タ
イ
間
に
お
け
る

（
１
）
双
方
向
の
投
資
促
進

（
２
）
双
方
向
の
貿
易
促
進

（
３
）
双
方
向
の
観
光
関
連
ビ

ジ
ネ
ス
促
進
（
４
）
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成—

—
の
四
つ
。

　

（
１
）
〜
（
３
）
の
分
野
で

の
具
体
策
と
し
て
は
、
双
方
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
で
互
い
に
協
力

す
る
ほ
か
、
個
別
企
業
支
援
で

も
情
報
提
供
や
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
で
連
携
す
る
。
さ
ら
に

（
２
）
の
貿
易
促
進
で
は
、
双

方
が
開
催
す
る
タ
イ
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
来
場
者

（
タ
イ
企
業
含
む
）
の
勧
誘
で

も
互
い
に
協
力
し
て
い
く
。

ジ
ェ
ト
ロ
と
バ
ン
コ
ク
銀
が
協
定

タ
イ
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
も
狙
う

　

ま
た
、
新
分
野
で
あ
る

（
４
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
で
は
、
バ
ン
コ
ク
銀
行
が

タ
イ
人
学
生
の
在
タ
イ
日
系
企

業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
を
支

援
す
る
際
に
、
ジ
ェ
ト
ロ
が
受

け
入
れ
企
業
探
し
な
ど
を
手
伝

う
。
さ
ら
に
将
来
的
に
は
、
日

本
の
地
域
に
お
け
る
中
堅
中
小

企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
実
施
を

検
討
す
る
際
に
も
協
力
し
て
い

く
と
し
た
。

　

13
日
付
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済

紙
エ
ッ
ジ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
デ
ー
リ
ー
に
よ
る
と
、
配

車
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
グ
ラ

ブ
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
配
送

サ
ー
ビ
ス
「
グ
ラ
ブ
・
エ
キ
ス

プ
レ
ス
」
の
運
用
を
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
周
辺
の
首
都
圏
全
体

に
営
業
を
拡
大
し
て
い
る
。
昨

年
か
ら
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市

内
中
心
部
限
定
で
試
験
運
用
を

実
施
し
て
い
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
グ
ラ
ブ
の

ア
プ
リ
を
使
っ
て
利
用
で
き
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
達
の
追
跡

が
可
能
。
配
達
物
に
は
５
０
０

リ
ン
ギ
ま
で
の
補
償
が
付
く
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
責
任
者
の
ア
デ

リ
ン
・
フ
ー
氏
は
「
グ
ラ
ブ
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
は
日
常
生
活
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
グ
ラ
ブ
の

新
サ
ー
ビ
ス
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も

展
開
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
「
サ
ー
ビ
ス
体
系
」

を
確
立
し
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
自
宅
起
業
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
セ
リ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
交
流
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
顧

客
開
拓
の
手
法
）
を
支
援
す
る

こ
と
も
目
的
だ
と
指
摘
し
た
。

　

グ
ラ
ブ
に
よ
る
と
、
こ
の
サ

ー
ビ
ス
は
昨
年
10
月
以
降
、
利

用
者
が
10
倍
に
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
は

リ
ピ
ー
ト
客
。
ま
た
、
配
達
担

当
者
の
数
も
着
実
に
増
加
し
て

い
る
と
い
う
。

　ベトナム・ハノイの貴金属店で14日、
金の指輪じっと見つめながら選ぶ女性の
姿があった。
　ベトナムでは「テト」と呼ばれる旧正

月（元日は２月５日）から10日目に金製
品を買うと、縁起が良いと信じられてお
り、貴金属店にはこの日大勢の客が押し
寄せた。　　　　　　（ＥＰＡ＝時事）

　

米
連
邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）

が
ベ
ト
ナ
ム
の
航
空
安
全
基
準

を
近
く
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
」
に

引
き
上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
米

国
へ
の
直
行
便
就
航
が
認
め
ら

れ
る
見
込
み
だ
と
、
ロ
イ
タ
ー

通
信
が
今
月
報
じ
た
。
航
空
、

旅
行
会
社
や
関
係
者
は
こ
う
し

た
見
通
し
に
期
待
を
強
め
る
一

方
、
コ
ス
ト
増
へ
の
不
安
も
示

し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ

ィ
ア
の
Ｖ
Ｎ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が

伝
え
た
。

　

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
」
取
得
に

つ
い
て
ベ
ト
ナ
ム
民
間
航
空
局

（
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｖ
）
の
デ
ィ
ン
・
ベ

ト
・
タ
ン
長
官
は
「
米
国
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
便
は
こ
れ
ま
で
他
の

外
国
航
空
会
社
も
就
航
し
て
お

ら
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
可

能
性
に
満
ち
た
新
市
場
だ
」
と

し
て
期
待
を
強
め
る
。

　

航
空
最
大
手
で
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
航
空
の
幹
部
が
、
米
国
ま
で

米
直
行
便
に
期
待
と
不
安

ベ
ト
ナ
ム  

コ
ス
ト
増
大
を
懸
念

直
行
で
き
る
航
空
機
の
購
入
を

増
や
す
考
え
を
示
し
て
い
る

他
、
格
安
航
空
の
ベ
ト
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ア
や
民
間
の
バ
ン
ブ
ー
航

空
も
米
直
行
便
の
就
航
に
関
心

を
寄
せ
る
。

　

ま
た
、
旅
行
業
界
も
米
直
行

便
に
期
待
し
て
い
る
。
大
手
ハ

ノ
イ
・
レ
ッ
ド
ツ
ア
ー
ズ
の
グ

エ
ン
・
コ
ン
・
ホ
ア
ン
副
社
長

は
、
こ
こ
数
年
間
米
国
へ
の
旅

行
客
は
毎
年
30
％
増
え
て
い
る

と
し
た
上
で
、
「
直
行
便
で
旅

行
は
容
易
に
な
る
。
旅
行
客
は

直
行
便
な
ら
、
20
〜
40
％
費
用

が
増
え
て
も
支
払
い
を
い
と
わ

な
い
だ
ろ
う
」
と
話
す
。

　

だ
が
、
航
空
会
社
に
は
収
益

へ
の
懸
念
も
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム

航
空
の
ズ
オ
ン
・
チ
・
タ
イ
ン

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
先
に
、
米
直
行
便
就
航
に
よ

り
当
初
数
年
間
は
毎
年
３
千
万

ド
ル
の
損
失
が
生
じ
、
採
算
が

と
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
少
な

く
と
も
５
年
は
か
か
る
と
の
見

通
し
を
示
し
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ａ

Ｖ
の
タ
ン
長
官
も
、
国
内
航
空

会
社
の
保
有
航
空
機
の
大
半
は

米
国
ま
で
の
航
続
距
離
は
な

く
、
大
型
の
航
空
機
を
購
入
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、

投
資
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
と
の

見
方
を
示
し
て
い
る
。

福を呼ぶ？ お買い物

　

【
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
時

事
】
マ
レ
ー
シ
ア
統
計
局
は
14

日
、
２
０
１
８
年
の
国
際
収
支

を
発
表
し
た
。
海
外
と
の
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
状
況
を
示

す
経
常
収
支
の
黒
字
は
３
３
５

億
リ
ン
ギ
で
、
前
年
の
４
０
３

億
リ
ン
ギ
か
ら
16
・
８
％
減
少

し
た
。

　

18
年
第
４
四
半
期
の
経
常
収

支
の
黒
字
は
前
期
比
２
・
９
倍

の
１
０
８
億
リ
ン
ギ
。
項
目
別

に
見
る
と
、
貿
易
収
支
の
黒
字

が
24
・
２
％
増
の
３
３
０
億
リ

ン
ギ
、
サ
ー
ビ
ス
収
支
の
赤
字

が
29
・
９
％
増
の
43
億
リ
ン

ギ
、
第
１
次
所
得
収
支
の
赤
字

が
13
・
９
％
減
の
１
２
９
億
リ

ン
ギ
、
第
２
次
所
得
収
支
の
赤

字
が
10
・
７
％
増
の
49
億
リ
ン

ギ
だ
っ
た
。

　

一
方
、
18
年
第
４
四
半
期
の

投
資
収
支
は
61
億
リ
ン
ギ
の
出

超
（
前
期
は
23
億
リ
ン
ギ
の
入

超
）
だ
っ
た
。
項
目
別
で
は
、

直
接
投
資
が
21
億
リ
ン
ギ
の

入
超
（
同
５
億
リ
ン
ギ
の
入

超
）
、
証
券
投
資
が
58
億
リ
ン

ギ
の
出
超
（
同
８
億
リ
ン
ギ
の

入
超
）
、
金
融
派
生
商
品
が
７

億
リ
ン
ギ
の
出
超
（
同
０
・
３

億
リ
ン
ギ
の
入
超
）
、
そ
の
他

投
資
が
18
億
リ
ン
ギ
の
出
超

（
同
10
億
リ
ン
ギ
の
入
超
）
。

経
常
黒
字
、16
・
8
％
減

マ
レ
ー
シ
ア

グ
ラ
ブ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス

首
都
圏
に
サ
ー
ビ
ス
拡
大

マ
レ
ー
シ
ア
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日
産
自
動
車
と
連
合
を
組
む

仏
自
動
車
大
手
ル
ノ
ー
の
ジ
ャ

ン
ド
ミ
ニ
ク
・
ス
ナ
ー
ル
会
長

は
14
日
午
後
、
就
任
後
初
め
て

来
日
し
た
。
西
川
広
人
社
長
ら

日
産
の
経
営
陣
と
会
談
す
る
。

連
合
を
率
い
て
い
た
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
の
不
正
問
題

を
契
機
に
、
主
導
権
を
め
ぐ
る

両
社
の
対
立
が
先
鋭
化
。
首
脳

同
士
の
対
話
を
通
じ
て
、
冷
え

込
ん
だ
関
係
の
改
善
を
目
指

す
。

　

ス
ナ
ー
ル
氏
は
羽
田
空
港
で

記
者
団
に
対
し
、
会
談
に
つ
い

て
「
日
産
と
ル
ノ
ー
の
将
来
の

話
を
す
る
。
こ
れ
か
ら
大
事
な

時
期
に
な
る
」
と
説
明
。
「
お

互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
話
し
合

う
。
雰
囲
気
の
良
い
会
談
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
信
頼
関

係
の
構
築
に
意
欲
を
見
せ
た
。

日
本
滞
在
中
に
は
、
日
産
が
出

資
す
る
三
菱
自
動
車
の
益
子
修

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

も
交
え
た
３
ト
ッ
プ
に
よ
る
会

談
も
行
う
予
定
だ
。　

　

ス
ナ
ー
ル
氏
は
、
ゴ
ー
ン
被

告
が
１
月
に
ル
ノ
ー
の
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
退
任
し
た
こ
と
を
受

け
、
後
任
の
会
長
に
就
い
た
。

日
産
と
の
窓
口
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
西
川
氏
と
は

同
月
末
に
オ
ラ
ン
ダ
で
初
め
て

会
談
。
連
合
を
維
持
す
る
方
針

を
確
認
し
て
い
た
。

　

日
産
は
４
月
８
日
に
開
催
す

る
臨
時
株
主
総
会
を
経
て
、
ス

ナ
ー
ル
氏
を
取
締
役
に
選
任
す

る
。
昨
年
11
月
の
ゴ
ー
ン
被
告

解
任
後
、
空
席
と
な
っ
て
い
る

日
産
会
長
に
就
任
す
る
と
の
観

測
も
あ
る
が
、
同
氏
は
「
（
会

談
の
）
テ
ー
マ
で
は
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

一
方
、
西
川
氏
は
14
日
朝
、

東
京
都
内
で
記
者
団
の
取
材
に

応
じ
、
ス
ナ
ー
ル
氏
と
の
会
談

に
つ
い
て
「
い
ろ
い
ろ
と
テ
ー

マ
は
あ
る
が
、
お
互
い
に
責
任

を
持
っ
て
将
来
の
話
を
す
る
の

が
基
本
だ
」
と
語
っ
た
。
西
川

氏
は
か
ね
て
、
ス
ナ
ー
ル
氏
と

の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
考
え

を
示
し
て
い
る
。

ル
ノ
ー
会
長「
日
産
と
将
来
の
話
」

初
来
日
、西
川
社
長
と
会
談
へ

羽
田
空
港
に
到
着
し
、
記
者
の
質
問

に
答
え
る
仏
自
動
車
大
手
ル
ノ
ー
の

ジ
ャ
ン
ド
ミ
ニ
ク
・
ス
ナ
ー
ル
会
長

（
右
）
＝
14
日
午
後
、
東
京
・
羽
田

空
港

　

中
国
広
東
省
広
州
市
で
昨
年

２
月
、
大
手
商
社
・
伊
藤
忠
商

事
の
40
歳
代
の
日
本
人
男
性
社

員
が
中
国
当
局
に
拘
束
さ
れ
、

同
６
月
に
起
訴
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
同
社
が
14
日
、
明

ら
か
に
し
た
。
同
社
広
報
は
、

拘
束
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

「
事
実
関
係
を
確
認
中
」
と
し

て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
、
菅
義
偉
官
房

長
官
は
同
日
の
記
者
会
見
で

「
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
る
」

と
説
明
。
拘
束
容
疑
な
ど
に
つ

い
て
は
「
詳
細
は
事
柄
の
性
質

上
、
差
し
控
え
た
い
」
と
述
べ

た
。　

　

中
国
で
は
２
０
１
５
年
以

降
、
ス
パ
イ
の
疑
い
な
ど
で
日

本
人
が
相
次
い
で
拘
束
さ
れ
、

現
在
も
８
人
が
解
放
さ
れ
て
い

な
い
。

　

こ
の
う
ち
15
年
に
拘
束
さ
れ

た
４
人
は
、
昨
年
12
月
末
ま
で

に
一
審
で
懲
役
５
〜
12
年
の
実

刑
判
決
を
受
け
て
い
る
。

中
国
で
伊
藤
忠
社
員
が
拘
束

昨
年
２
月
か
ら

辺
野
古
賛
否
で
民
意
問
う

沖
縄
県
民
投
票
が
告
示

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
沖
縄

県
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野

古
移
設
の
是
非
を
問
う
県
民
投

票
が
14
日
、
告
示
さ
れ
た
。
埋

め
立
て
に
つ
い
て
「
賛
成
」

「
反
対
」
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
の
３
択
か
ら
選
ぶ
。
辺
野

古
移
設
に
絞
っ
て
県
民
の
民
意

が
示
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
投

票
結
果
に
法
的
拘
束
力
は
な
い

が
、
最
多
得
票
の
選
択
肢
が
全

有
権
者
の
４
分
の
１
に
達
し
た

場
合
、
知
事
は
首
相
と
米
大
統

領
に
結
果
を
通
知
す
る
。
一
部

の
離
島
を
除
き
、
24
日
に
投
開

票
さ
れ
る
。

　

沖
縄
で
県
民
投
票
が
実
施
さ

れ
る
の
は
、
米
軍
基
地
の
整
理

縮
小
な
ど
が
問
わ
れ
た
１
９
９

６
年
以
来
、
２
回
目
。
こ
の
時

は
投
票
率
が
59
・
53
％
で
、
賛

成
が
89
％
を
占
め
、
当
日
有
権

者
数
の
過
半
数
に
達
し
た
。
県

が
14
日
発
表
し
た
有
権
者
数
は

１
１
５
万
６
２
９
５
人
で
、
４

分
の
１
は
約
29
万
人
。

　

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
ら
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
勢
力
は
移
設
阻
止
の

圧
倒
的
な
民
意
を
示
し
た
い
考

え
。
投
票
率
が
50
％
を
下
回
れ

ば
、
投
票
の

正
当
性
が
問

わ
れ
か
ね
な

い
か
ら
だ
。

玉
城
氏
は
14

日
午
後
、
那

覇
市
で
街
頭

に
立
ち
、
投

票
を
促
す
チ

ラ
シ
を
配
っ

た
。
記
者
団

に
「
15
日
か

ら
期
日
前
投

も
自
主
投
票
で
臨
む
。　

　

政
府
は
投
票
結
果
に
か
か
わ

ら
ず
、
工
事
を
進
め
る
方
針

だ
。
防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
昨

年
12
月
に
土
砂
投
入
に
着
手
。

３
月
25
日
か
ら
は
新
た
な
区
域

で
も
土
砂
を
入
れ
る
と
県
に
通

知
し
て
い
る
。

　

県
民
投
票
条
例
は
当
初
、
賛

否
２
択
で
成
立
し
、
こ
れ
を
不

服
と
し
た
宜
野
湾
な
ど
５
市
が

不
参
加
を
表
明
し
た
。
「
ど
ち

ら
で
も
な
い
」
を
加
え
た
３
択

と
す
る
改
正
条
例
の
成
立
を
受

け
、
全
41
市
町
村
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
性
婚
が
認
め
ら
れ
な
い
の

は
、
婚
姻
の
自
由
を
保
障
す
る

憲
法
に
違
反
す
る
な
ど
と
し

て
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
６
組
が
14

日
、
国
を
相
手
取
り
、
１
人
１

０
０
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

東
京
地
裁
に
提
訴
し
た
。
ほ
か

に
７
組
が
札
幌
、
名
古
屋
、
大

阪
の
各
地
裁
に
一
斉
提
訴
。
弁

護
団
に
よ
る
と
、
同
性
婚
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
自
体
に
つ
い

て
違
憲
性
を
問
う
訴
訟
は
初
め

て
。

　

原
告
は
８
都
道
府
県
の
20
〜

50
代
で
、
男
性
カ
ッ
プ
ル
８

組
、
女
性
カ
ッ
プ
ル
５
組
の
計

13
組
。
東
京
地
裁
に
提
訴
し
た

会
社
員
中
島
愛
さ
ん
（
40
）
＝

横
浜
市
＝
は
「
日
本
の
歴
史
の

中
で
、
同
性
婚
が
認
め
ら
れ
る

ス
タ
ー
ト
に
な
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

憲
法
24
条
は
「
婚
姻
は
、
両

性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成

立
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
原

告
側
は
、
憲
法
に
「
両
性
」
と

あ
る
の
は
、
婚
姻
に
「
戸
主
の

同
意
」
が
必
要
と
さ
れ
た
旧
民

法
を
排
除
す
る
た
め
で
、
規
定

は
同
性
婚
自
体
を
禁
止
し
て
は

い
な
い
と
主
張
。
男
女
間
の
夫

婦
な
ら
認
め
ら
れ
る
相
続
や
共

同
親
権
な
ど
の
権
利
や
利
益
を

得
ら
れ
な
い
の
は
法
の
下
の
平

等
に
反
す
る
と
訴
え
て
い
る
。

　

諸
外
国
で
は
、
欧
米
を
中
心

に
20
カ
国
以
上
が
同
性
婚
を
認

め
て
い
る
。

　

日
本
で
も
２
０
１
５
年
11
月

以
降
、
東
京
都
渋
谷
区
な
ど
11

自
治
体
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
」
を
導
入
。
同
性
カ
ッ

プ
ル
の
存
在
を
証
明
す
る
取
り

組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、

男
女
間
夫
婦
に
認
め
ら
れ
る
住

民
税
の
配
偶
者
控
除
や
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
法
定
相
続
人
と
し
て

の
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。

　

法
務
省
民
事
局
の
話　

訴
状

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
た
め
、

コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
。

チ
ラ
シ
を
配

っ
て
県
民
投

票
へ
の
投
票

を
呼
び
掛
け

る
沖
縄
県
の

玉
城
デ
ニ
ー

知
事
（
左
）

＝
14
日
午

後
、
那
覇
市

票
も
で
き
る
。
大
切
な
１
票
だ

か
ら
皆
さ
ん
に
投
票
に
行
く
よ

う
に
呼
び
掛
け
た
い
」
と
語
っ

た
。

　

こ
の
後
、
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

が
県
庁
前
で
集
会
を
開
い
た
。

玉
城
氏
の
後
援
会
長
を
務
め
る

企
業
経
営
の
呉
屋
守
将
氏
は

「
圧
倒
的
な
票
差
で
民
意
を
示

そ
う
」
と
訴
え
た
。

　

一
方
、
自
民
党
沖
縄
県
連
は

普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除
去

の
観
点
が
投
票
の
選
択
肢
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題

視
し
、
組
織
的
運
動
は
行
わ
な

い
。
公
明
党
と
日
本
維
新
の
会

　

【
ソ
ウ
ル
時
事
】
韓
国
最
高

裁
が
元
徴
用
工
へ
の
賠
償
を
日

本
企
業
に
命
じ
た
訴
訟
で
、
新

日
鉄
住
金
を
相
手
取
っ
た
訴
訟

の
原
告
側
弁
護
士
は
14
日
、
弁

護
士
ら
が
15
日
に
東
京
の
同
社

本
社
を
訪
れ
て
協
議
を
要
請

し
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
場
合

は
、
差
し
押
さ
え
た
韓
国
内
の

資
産
に
つ
い
て
「
売
却
命
令
を

早
期
に
裁
判
所
に
申
請
せ
ざ
る

を
得
な
い
」
と
警
告
し
た
。
月

内
に
も
現
金
化
の
手
続
き
に
入

る
意
向
を
示
唆
し
た
形
だ
。

　

日
本
政
府
は
「
賠
償
問
題
は

１
９
６
５
年
の
日
韓
請
求
権
協

定
で
解
決
済
み
」
と
の
立
場

で
、
新
日
鉄
住
金
の
資
産
差
し

押
さ
え
を
受
け
、
請
求
権
協
定

に
基
づ
く
２
国
間
協
議
を
韓
国

政
府
に
要
請
し
て
い
る
。
し
か

し
、
韓
国
側
は
回
答
を
先
送
り

し
て
お
り
、
原
告
側
が
現
金
化

の
手
続
き
に
踏
み
切
れ
ば
、
企

業
側
に
実
害
が
発
生
す
る
事
態

と
な
り
、
日
本
政
府
が
反
発
を

一
層
強
め
る
の
は
必
至
だ
。　

　

三
菱
重
工
業
を
相
手
取
っ
た

訴
訟
の
原
告
側
も
、
15
日
に
同

社
に
協
議
要
請
書
を
渡
し
、
２

月
末
ま
で
に
応
じ
な
い
場
合
に

は
、
韓
国
国
内
資
産
の
差
し
押

さ
え
手
続
き
に
入
る
方
針
を
示

し
た
。

　

控
訴
審
で
賠
償
判
決
が
出
た

大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
、
不
二
越

に
つ
い
て
も
、
原
告
側
は
「
不

二
越
は
上
告
し
て
お
り
、
判
決

に
従
う
意
思
が
な
い
の
は
明
白

だ
」
と
指
摘
。
上
告
審
判
決
を

待
た
ず
に
、
差
し
押
さ
え
の
仮

執
行
手
続
き
を
行
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

内
閣
府
が
14
日
発
表
し
た
２

０
１
８
年
10
〜
12
月
期
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整

済
み
）
速
報
値
は
、
物
価
変
動

の
影
響
を
除
い
た
実
質
で
前
期

比
０
・
３
％
増
、
こ
の
成
長
ペ

ー
ス
が
１
年
続
く
と
仮
定
し
た

年
率
換
算
で
１
・
４
％
増
と
な

っ
た
。
プ
ラ
ス
成
長
は
２
四
半

期
ぶ
り
。
昨
夏
に
相
次
い
だ
自

然
災
害
で
落
ち
込
ん
だ
影
響
が

薄
れ
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資

が
回
復
し
た
一
方
、
輸
出
は
振

る
わ
な
か
っ
た
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
５
割
超
を
占
め
る

個
人
消
費
は
、
旅
行
や
飲
食
、

新
車
販
売
が
好
調
だ
っ
た
こ
と

か
ら
０
・
６
％
増
と
２
期
ぶ
り

に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
設
備
投

資
も
生
産
用
機
械
な
ど
を
中
心

に
回
復
し
、
２
・
４
％
増
と
２

期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。
輸
出
は

０
・
９
％
増
加
し
た
が
、
中
国

経
済
の
減
速
を
背
景
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
関
連
の
ア
ジ
ア
向
け

の
情
報
機
器
が
伸
び
ず
、
前
期

（
７
〜
９
月
期
）
の
減
少
を
取

り
戻
す
ほ
ど
の
勢
い
は
な
か
っ

た
。　

　

茂
木
敏
充
経
済
財
政
担
当
相

は
記
者
会
見
で
「
景
気
は
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
「
中
国
経

済
の
先
行
き
な
ど
海
外
経
済
の

不
確
実
性
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
減
に
ど
れ

だ
け
影
響
し
た
か
を
示
す
寄
与

度
は
内
需
が
０
・
６
％
の
プ
ラ

ス
。
外
需
は
、
輸
出
の
拡
大
以

上
に
輸
入
が
増
加
し
た
こ
と
か

ら
全
体
で
は
減
少
し
、
０
・
３

％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

物
価
変
動
の
影
響
を
反
映

し
、
生
活
実
感
に
近
い
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
前
期
比
０
・
３
％
増
、

年
率
１
・
１
％
増
だ
っ
た
。
名

目
と
実
質
の
伸
び
率
は
ほ
ぼ
同

水
準
と
な
り
、
物
価
が
伸
び
悩

む
現
状
を
反
映
し
た
。

　

18
年
暦
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

前
年
比
０
・
７
％
増
で
、
７
年

連
続
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
ま

た
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
額
は
５
４

８
・
５
兆
円
と
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

差
し
押
さ
え
資
産
の
現
金
化
警
告

徴
用
工
訴
訟
で
原
告
側

同
性
婚
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
憲
法

に
違
反
す
る
と
し
て
、
提
訴
の
た
め

東
京
地
裁
に
向
か
う
原
告
の
同
性
カ

ッ
プ
ル
ら
＝
14
日
午
前
、
東
京
・
霞

が
関

同
性
婚
求
め
、一
斉
提
訴

13
カ
ッ
プ
ル
、違
憲
訴
え

２
期
ぶ
り
プ
ラ
ス

Ｇ
Ｄ
Ｐ
、年
1.4
％
増

18
年
10
～
12
月
期
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馬
術

大
リ
ー
グ

競
泳
　

池
江
選
手「
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
」

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
激
励
に
感
謝

　
12
日
に
白
血
病
を
公
表
し
た

池
江
璃
花
子
選
手
（
18
）
＝
ル

ネ
サ
ン
ス
＝
が
13
日
、
自
身
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
更
新
し
、
励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
謝
を
示

し
た
上
で
「
神
様
は
乗
り
越
え

ら
れ
な
い
試
練
は
与
え
な
い
、

自
分
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

闘
病
へ
の
強
い
決
意
を
記
し

た
。

　
池
江
選
手
は
「
私
に
と
っ
て

競
泳
人
生
は
大
切
な
も
の
で

す
。
で
す
が
今
は
、
完
治
を
目

指
し
、
焦
ら
ず
、
周
り
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
戦

っ
て
い
き
た
い
」
と
心
境
を
つ

づ
っ
た
。
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

（
東
京
）
に
は
ド
ナ
ー
登
録
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
相
次

ぎ
、
池
江
選
手
に
も
登
録
を
知

ら
せ
る
連
絡
が
あ
っ
た
と
い

う
。
「
私
だ
け
で
な
く
、
同
じ

よ
う
に
辛
い
思
い
を
し
て
る
方

た
ち
に
も
、
本
当
に
希
望
を
持

た
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
」
と

も
記
し
た
。

　
公
表
後
、
多
く
の
報
道
を

目
に
し
、
「
ニ
ュ
ー
ス
で
も

流
れ
る
自
分
の
姿
に
、
ま
だ

少
し
不
思
議
な

気
持
ち
に
も
な

り
ま
す
」
と
率

直
な
思
い
を
明

か
し
、
「
改
め

て
皆
様
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ご
協

力
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
必

ず
戻
っ
て
き
ま

す
」
と
結
ん
だ
。

　
昨
年
12
月
に
中
国
・
杭
州
で

行
わ
れ
た
競
泳
世
界
短
水
路
選

手
権
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

岐
阜
市
出
身
の
今
井
月
（
る

な
）
選
手
（
18
）
が
14
日
、
岐

阜
県
庁
で
報
道
陣
の
取
材
に
応

じ
、
白
血
病
を
公
表
し
た
同
い

年
で
友
人
の
池
江
璃
花
子
選
手

に
つ
い
て
、
「
璃
花
子
本
人
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。
『
（
白
血

病
に
）
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ル

５
月
復
帰
へ
一
歩

エ
ン
ゼ
ル
ス  

大
谷
、素
振
り
再
開

　
【
テ
ン
ピ
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
米
大
リ
ー
グ
の
春

季
キ
ャ
ン
プ
は
13
日
、
ア
リ
ゾ

ナ
、
フ
ロ
リ
ダ
両
州
の
各
地
で

行
わ
れ
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
バ
ッ

テ
リ
ー
組
が
始
動
し
た
が
、
昨

年
10
月
に
右
肘
靱
帯
（
じ
ん
た

い
）
再
建
手
術
を
受
け
た
大
谷

は
、
別
メ
ニ
ュ
ー
で
調
整
し

た
。

　
カ
ブ
ス
の
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
は

初
日
か
ら
ブ
ル
ペ
ン
に
入
り
、

変
化
球
を
交
え
て
39
球
を
投
げ

た
。
キ
ャ
ン
プ
２
日
目
の
マ
リ

ナ
ー
ズ
菊
池
は
37
球
の
投
球
練

習
を
行
っ
た
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
前
田
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
バ
ッ
ク
ス
の
平
野
も

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
。
と
も
に
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
や
守
備
練
習
な
ど

で
汗
を
流
し
た
。

　
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
田
中
は
14
日

の
バ
ッ
テ
リ
ー
組
始
動
に
向

け
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
を

こ
な
し
た
。

　
カ
ブ
ス
２
年
目
の
キ
ャ
ン
プ

初
日
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
は
居
残

り
で
フ
ォ
ー
ム
修
正
に
取
り
組

む
な
ど
精
力
的
に
汗
を
流
し

た
。

　
す
で
に
何
度
か
ブ
ル
ペ
ン
投

球
を
行
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
速
球
を
中
心
に
力
の
あ
る

球
を
投
げ
込
ん
だ
。
多
少
、
球

が
ば
ら
つ
い
た
た
め
、
全
体
練

習
後
に
投
手
コ
ー
チ
と
相
談
し

な
が
ら
フ
ォ
ー
ム
を
確
認
。

「
い
い
と
き
と
悪
い
と
き
の
感

覚
の
違
い
に
つ
い
て
話
を
し

た
。
改
善
点
が
一
つ
あ
っ
た
」

と
話
し
た
。

　
不
振
に
終
わ
っ
た
昨
季
か

ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
で
も
信
頼

回
復
を
目
指
し
て
い
る
。
今
季

は
専
属
通
訳
を
付
け
ず
、
米
メ

デ
ィ
ア
の
取
材
に
英
語
で
対

応
。
素
直
に
心
境
を
語
る
姿
を

周
囲
も
好
意
的
に
見
て
お
り
、

マ
ド
ン
監
督
は
「
彼
の
英
語
力

は
素
晴
ら
し
い
。
自
分
の
言
葉

で
気
持
ち
を
打
ち
明
け
た
こ
と

は
（
復
活
へ
の
）
ス
テ
ッ
プ
だ

と
思
う
し
、
と
て
も
い
い
こ

と
」
と
評
価
す
る
。

　
昨
年
９
月
に
右
肘
の
手
術
を

受
け
、
復
活
を
期
す
今
季
。

「
去
年
よ
り
も
チ
ー
ム
や
チ
ー

ム
メ
ー
ト
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
入

れ
た
」
。
穏
や
か
な
口
調
の
中

に
も
、
再
出
発
へ
の
決
意
が
に

じ
む
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

ナ
は
頑
張
っ
て
ね
』
と
い
う
感

じ
の
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
井
は
「
病
気
の
こ
と
は
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
私
自

身
何
を
言
っ
て
あ
げ
た
ら
い
い

か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
話

す
一
方
、
「
す
ご
く
勇
気
を
与

え
て
く
れ
た
選
手
な
の
で
、
自

分
も
（
勇
気
を
）
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
『
頑
張

っ
て
い
る
な
』
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
結
果
を
自
分
も
出

し
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
バ
ッ
ハ
会
長
は

14
日
、
白
血
病
を
公
表
し
た
競

泳
女
子
の
池
江
璃
花
子
選
手

（
18
）
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
＝
を
気

遣
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
、
池
江
選
手
に
宛
て
て
「
回

復
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
何
百
万
人
も
の
フ
ァ

ン
と
と
も
に
、
祈
り
を
込
め

て
。
今
は
良
く
な
る
こ
と
に
専

念
し
て
く
だ
さ
い
」
と
記
し

た
。
　              

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
で
初

め
て
採
用
さ
れ
た
３
人
制
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
日
本
協
会
が

本
番
に
向
け
て
強
化
に
本
腰
を

入
れ
て
い
る
。
昨
年
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
・
ア
ジ
ア
大
会
で
は
女
子

代
表
が
銀
メ
ダ
ル
獲
得
。
今
月

９
、
10
日
に
は
高
校
、
大
学
の

候
補
選
手
を
中
心
に
東
京
都
内

で
こ
と
し
最
初
の
合
宿
を
実
施

吉
田
正「
全
て
の
面
で
上
へ
」

オ
リ
ッ
ク
ス  

向
上
心
尽
き
ぬ
主
砲

　
オ
リ
ッ
ク
ス
の
吉
田
正
が
存

在
感
を
示
し
た
。
14
日
に
行
わ

れ
た
紅
白
戦
に
４
番
指
名
打
者

と
し
て
出
場
。
同
点
の
五
回
１

死
満
塁
で
、
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か

ら
中
前
へ
今
キ
ャ
ン
プ
の
実
戦

初
安
打
と
な
る
２
点
適
時
打
を

放
っ
た
。
「
結
果
は
出
た
け

ど
、
そ
の
前
の
ボ
ー
ル
球
を
振

っ
て
し
ま
っ
た
」
。
あ
く
ま
で

淡
々
と
振
り
返
っ
た
。

　
プ
ロ
入
り
か
ら
２
年
間
腰
痛

に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
手
術
を
経

て
迎
え
た
昨
季
は
全
１
４
３
試

合
に
出
場
。
打
率
３
割
２
分
１

厘
、
26
本
塁
打
を
マ
ー
ク
し
、

外
野
手
と
し
て
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

に
も
選
ば
れ
た
。
痛
み
で
精
神

的
に
参
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
だ

け
に
、
「
１
年
出
ら
れ
た
の
は

自
信
に
な
る
。
や
れ
た
、
と
い

う
実
績
」
と
実
感
を
込
め
る
。

　
飛
躍
の
年
を
過
ご
し
た
吉
田

正
だ
が
、
満
足
は
し
て
い
な

い
。
「
ま
だ
１
年
し
か
や
っ
て

い
な
い
。
全
て
の
面
で
上
へ
。

（
本
塁
打
は
）
１
本
で
も
多

く
」
。
プ
ロ
４
年
目
に
向
け
、

き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
っ
た
。

　
西
村
監
督
は
「
体
を
気
遣

い
、
こ
と
し
も
全
試
合
出
て
も

ら
わ
な
い
と
。
い
い
ヒ
ッ
ト
を

見
せ
て
く
れ
た
。
け
が
な
く
１

年
や
っ
て
く
れ
れ
ば
」
。
さ
ら

な
る
成
長
を
期
す
る
主
砲
へ
の

期
待
は
大
き
い
。
　
（
宮
崎
）

　
日
本
馬
術
連
盟
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
吉
沢
彩
選

手
が
14
日
、
香
港
で
15
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
馬
術
競
技
会
「
ロ

ン
ジ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
香
港
」
出

場
に
先
立
ち
、
和
田
充
広
大
使

兼
総
領
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

同
競
技
会
は
馬
術
の
国
際
競
技

会
で
最
高
ラ
ン
ク
と
さ
れ
る

「
５
ス
タ
ー
」
の
大
会
。
吉
沢

選
手
は
日
本
人
唯
一
の
挑
戦
者

で
、
翌
日
に
控
え
た
競
技
会
へ

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
吉
沢
選
手
は
２
歳
の
と
き
、

母
親
が
茨
城
県
で
乗
馬
ク
ラ
ブ

を
開
業
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
自
身
も
馬
術
を
始
め
た
。

８
年
前
、
オ
ラ
ン
ダ
に
拠
点
を

移
し
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
行
わ

れ
た
国
際
大
会
で
活
躍
。
現
在

は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

を
目
指
し
、
実
績
を
積
ん
で
い

る
と
い
う
。

　
吉
沢
選
手
は
「
個
々
の
競
技

会
で
良
い
成
績
を
残
せ
ば
、
五

輪
出
場
へ
も
つ
な
が
る
。
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ
る
と
と
も
に

「
（
馬
術
は
）
日
本
人
に
は
敷

居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
、

メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
に
く
い
。
多

く
の
人
に
魅
力
を
知
っ
て
欲
し

い
」
と
話
し
た
。

　
和
田
大
使
は
「
東
京
五
輪
に

向
け
、
日
本
人
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
機
会
に
し
て
ほ
し
い
。
ぜ

ひ
１
位
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
た
。

　
同
競
技
会
は
15
〜
17
日
、
香

港
国
際
空
港
に
近
い
会
議
展
覧

施
設
「
ア
ジ
ア
ワ
ー
ル
ド
・
エ

キ
ス
ポ
」
に
特
設
会
場
を
設
け

て
行
わ
れ
る
。

　
吉
沢
選
手
の
出
場
予
定
種
目

は
、
15
日
午
後
９
時
か
ら
の
障

害
飛
越
な
ど
。        

報
道
陣
の
質
問
に
答
え
る
エ
ン
ゼ
ル

ス
の
大
谷
＝
13
日
、
米
ア
リ
ゾ
ナ
州

テ
ン
ピ

プ
ロ
野
球

し
た
。

　
ア
ジ
ア
大
会
の
メ
ン
バ
ー
は

Ｗ
リ
ー
グ
と
高
校
の
５
人
制
選

手
の
み
で
編
成
さ
れ
た
が
、
今

回
の
合
宿
に
は
国
内
の
３
人
制

リ
ー
グ
の
選
手
が
参
加
。
３
月

以
降
の
合
宿
に
は
Ｗ
リ
ー
グ
の

選
手
も
加
わ
り
、
メ
ン
バ
ー
争

い
が
熱
を
帯
び
て
く
る
。

　
こ
と
し
の
最
大
の
目
標
は
６

月
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ

れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
。
３
人
制
男
女
の
強
化
を

統
括
し
て
担
当
す
る
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
コ
ー
チ
に
昨
秋
、
男
子
の

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
で
指
導
経

験
が
あ
る
ト
ー
ス
テ
ン
・
ロ
イ

ブ
ル
氏
が
就
任
。
本
格
的
な
強

化
に
着
手
し
、
Ｗ
杯
を
本
番
へ

の
テ
ス
ト
と
す
る
。
「
日
本
の

良
さ
は
速
さ
と
シ
ュ
ー
ト
力
。

世
界
に
通
用
す
る
チ
ー
ム
を
つ

く
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
で
戦
う
３
人

制
は
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
が
増

し
、
１
日
に
複
数
の
試
合
を
行

う
な
ど
５
人
制
と
の
違
い
が
多

い
。
慣
れ
る
こ
と
に
も
時
間
が

か
か
る
が
、
ア
ジ
ア
大
会
銀
メ

ダ
ル
メ
ン
バ
ー
の
奥
山
理
々
嘉

（
東
京
・
八
雲
学
園
高
）
は

「
３
人
制
も
５
人
制
も
、
ど
ち

ら
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

東
京
五
輪
に
出
る
こ
と
が
目

標
」
。
若
い
選
手
は
意
欲
的

だ
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
時
事
】
世
界
反

ド
ー
ピ
ン
グ
機
関
（
Ｗ
Ａ
Ｄ

Ａ
）
は
13
日
、
国
際
的
な
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
と
し
て
、

北
朝
鮮
の
反
ド
ー
ピ
ン
グ
機
関

を
不
適
格
組
織
に
認
定
し
た
と

発
表
し
た
。
資
格
が
回
復
さ
れ

る
ま
で
は
北
朝
鮮
で
の
国
際
大

会
開
催
が
困
難
に
な
る
。
今

後
、
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
北
朝
鮮
と
と

も
に
問
題
解
決
を
図
る
。

　
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
９
月
の
理

事
会
で
北
朝
鮮
の
機
関
に
対
し

て
問
題
を
通
知
し
た
が
、
期
限

に
定
め
た
こ
と
し
１
月
21
日
ま

で
に
必
要
な
基
準
が
満
た
さ
れ

な
か
っ
た
。
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
に
よ
る

と
、
今
月
15
日
に
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
本

部
（
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
）

で
開
か
れ
る
韓
国
と
北
朝
鮮
の

ス
ポ
ー
ツ
協
力
に
関
す
る
三
者

会
談
で
今
回
の
件
も
協
議
さ
れ

る
見
通
し
と
い
う
。
　

　
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
反
ド
ー
ピ
ン
グ

活
動
を
実
施
す
る
各
検
査
機
関

に
厳
し
い
基
準
を
設
け
て
お

り
、
過
去
に
は
ロ
シ
ア
や
ケ
ニ

ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど

の
各
機
関
が
不
適
格
と
認
定
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
【
ア
デ
レ
ー
ド
（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）
時
事
】
米
女
子
ゴ
ル

フ
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
ハ
ン
ダ
女
子
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
オ
ー
プ
ン
は

14
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア

デ
レ
ー
ド
の
グ
レ
ン
ジ
Ｇ
Ｃ

（
パ
ー
72
）
で
第
１
ラ
ウ
ン
ド

が
行
わ
れ
、
野
村
敏
京
と
米
ツ

ア
ー
初
参
戦
の
原
英
莉
花
が
70

で
回
り
、
２
ア
ン
ダ
ー
で
17
位

に
つ
け
た
。

　
新
垣
比
菜
と
上
原
彩
子
は
１

オ
ー
バ
ー
で
61
位
。
プ
ロ
２
戦

目
の
山
口
す
ず
夏
（
東
京
・
共

立
女
二
高
）
は
３
オ
ー
バ
ー
で

96
位
、
横
峯
さ
く
ら
は
４
オ
ー

バ
ー
で
１
１
０
位
と
出
遅
れ

た
。
首
位
は
ジ
ョ
デ
ィ
・
エ
ワ

ー
ト
シ
ャ
ド
フ
（
英
国
）
と
徐

薇
淩
。
　

池
江
璃
花
子
選
手

昨
夏
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ア
ジ
ア
大
会

３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

決
勝
で
の
奥
山
理
々
嘉
（
左
）
＝

２
０
１
８
年
８
月
26
日
、
ジ
ャ
カ
ル

タ

３
人
制
、五
輪
へ
強
化
本
腰

６
月
の
Ｗ
杯
が
試
金
石

「
ル
ナ
は
頑
張
っ
て
ね
」

病
気
公
表
後
に
電
話

反
ド
ー
ピ
ン
グ
機
関
を
資
格
停
止

北
朝
鮮
を
、Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ

ゴ
ル
フ

山
口
は
出
遅
れ
96
位

野
村
、原
が
17
位
発
進

米
女
子

カ
ブ
ス
の
ダ
ル
、精
力
的

復
活
目
指
し
再
出
発

吉
沢
選
手
が
大
使
表
敬

ロ
ン
ジ
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
香
港

バ
ス
ケ
ッ
ト



　
佐
賀
県
人
会
は
15
日

（
金
）
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
で
来
イ
し
て
い
る
佐
賀
大
学

の
一
行
も
交
え
た
懇
親
会
を
南

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

開
催
す
る
。

　
「
ご
自
身
な
い
し
、
ご
家
族

が
出
身
、
在
学
や
勤
務
経
験
あ

る
方
な
ど
、
佐
賀
県
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
、
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」

　
問
い
合
わ
せ
は
牟
田
さ
ん

（
メ
ー
ルkenichiro.m

uta@
aon.com

）
ま
で
。

予
定
。

　
「
イ
ン
ド
洋
で
釣
っ
て
き
た

新
鮮
な
魚
を
お
店
で
調
理
し
て

も
ら
う
企
画
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
」

　
問
い
合
わ
せ
は
須
賀
井
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
１
・
９
３
３

６
・
５
０
１
、
メ
ー
ルm

sast
erm
asa2004 @

yahoo.co.jp

）

ま
で
。
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情報求む

　
１
９
７
５
年
生
ま
れ
の
集
ま

り
、
「
75
年
会
」
は
５
日
、
南

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
マ
ト
ア
ゴ
ル
フ

場
で
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
兼
新
年

会
を
開
い
た
＝
写
真
。

　
発
足
ば
か
り
に
も
関
わ
ら

ず
、
８
人
が
参
加
し
た
。

　
特
に
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
テ

ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
パ
タ
ー
で
打

つ
榑
松
さ
ん
に
は
、
全
員
拍
手

喝
采
。
一
見
の
価
値
あ
り
。

　
次
回
は
３
月
３
日
（
日
）
、

南
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
「
海
宝
丸
」
で
懇
親
会
を

◇
75
年
会
◇

榑
松
さ
ん
に
拍
手
喝
采

８
人
が
参
加

き
ょ
う
懇
親
会

◇
佐
賀
県
人
会
◇

催し

▼ＪＪＣブリッジ部
　トランプカード・ゲーム
の「ブリッジ」を楽しむジャ
カルタ・ジャパンクラブ（Ｊ
ＪＣ）ブリッジ部は３月22日
（金）から、初心者講習会を
開く。
　祝祭日を除く、毎週金曜の
午前９時から正午まで、ジャ
カルタジャパンクラブ会議室
で全５回実施する。
　会費は５回分50万ルピア
（教材・飲み物代込）。
　「この機会にブリッジを始
めてみませんか？　連絡お待
ちしています」
　問い合わせは知念さん（携
帯0812・9030・7326、メール
okinawamoai@yahoo.co.jp）、
山田さん（携帯0813・1848・
3283）まで。

▼海外職業訓練協会
　海外職業訓練協会（ＯＶＴ
Ａ）は、３月１日（金）午後３
時～同５時45分、南ジャカル
タのスミットマスビル６階の
ジェトロ・ジャカルタ事務所
会議室で、企業実務講座「就
業ルール・解雇・退職金」を
開く。
　講師はパーソル・ケリー・
コンサルティングの森智和
さん。インドネシア特有の就
業ルール（雇用形態、賃金構
成、休暇規定、医師の診断書
など）に関する初級編と、解
雇の実施と、それに伴う退職
金に関する中級編で構成。
　参加無料。講演は日本語。
定員50人（１社２人まで）。
申し込みは２月25日（月）ま
で。
　申し込みはウェブの専用フ
ォーム（www.jetro.go.jp/form

5/pub/jkt/ovtaseminar）。

懇親会

▼タツノオトシゴ会
　兵庫県川西市にゆかりのあ
る人が集まる「タツノオトシ
ゴ会」は、21日（木）に懇親
会を開催する。
　｢かなり限定された地域の
集まりのため、ほかでは絶対
にできない超ローカルな話で
盛り上がれること間違いなし
です｣
　問い合わせは蛇草さん（メ
ールhagusa@os-selnajaya.
com、携帯0811・8118・194）ま
で。
▼現採会
　現採会は22日（金）午後７
時から、ジャカルタ特別州
で、定例会を開く。
　｢２月は女性多数参加予
定。仕事や生活、育児や趣味

の情報交換の場として、ご活
用ください」
　問い合わせは石井さん（ワ
ッツアップ0817・9210・051、
メールkohjin100@gmail.com）
まで。
▼ＪＪＣ個人部会
　ジャカルタ・ジャパンクラ
ブ（ＪＪＣ）個人部会は23日
（土）午後１～４時、南ジャ
カルタのベランダホテルで
第１回新春会を開く。バリダ
ンス、バリガムラン・女声コ
ーラス各部の発表に加えて、
クラブ紹介、医療セミナー、
ラッキードローなどを実施す
る。法人企業のＰＲコーナー
もある。
　入場無料。ＪＪＣ非会員も
参加できる。
　問い合わせは竹谷さん（携
帯0818・752・127、メール
emitakeya@gmail.com）まで。

　
チ
カ
ラ
ン
日
本
人
学
校
（
Ｃ

Ｊ
Ｓ
）
準
備
委
員
会
は
26
日

（
火
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
同

日
の
午
後
１
時
半
〜
同
３
時
半

の
２
回
に
分
け
て
、
西
ジ
ャ
ワ

州
ブ
カ
シ
県
デ
ル
タ
マ
ス
の

「
ル
・
プ
ル
ミ
エ
」
内
の
会
議

室
で
、
こ
と
し
４
月
に
開
校
を

予
定
し
て
い
る
「
チ
カ
ラ
ン
日

本
人
学
校
の
入
学
相
談
会
」
を

開
く
。

　
前
半
で
は
、
学
校
方
針
や
Ｃ

Ｊ
Ｓ
の
校
舎
建
設
、
入
学
に
向

け
た
手
続
き
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
最
新
の
情
報

を
説
明
。
後
半
で
は
、
入
学
希

望
者
・
保
護
者
、
お
よ
び
帯
同

家
族
を
持
つ
企
業
の
担
当
者
を

対
象
に
、
入
学
に
向
け
た
個
別

相
談
会
を
行
う
。

　
申
し
込
み
は
、
メ
ー
ル
の
件

名
欄
に
「
Ｃ
Ｊ
Ｓ
入
学
相
談

会
」
と
明
記
の
上
、
企
業
名
、

来
場
す
る
人
の
名
前
、
連
絡

先
、
人
数
、
相
談
し
た
い
点
、

入
学
希
望
時
期
を
記
載
し
て
送

信
す
る
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
Ｃ
Ｊ
Ｓ
準
備
委
員
会
事
務

局
（
メ
ー
ルcjs.Q

A
help@

gm
ail.com

）
ま
で
。

　じいじとばあばとおかあさんと
いもうととおとうとと、はこねの
ゆねっさんにいきました。がりが
りくんぶろや、わいんぶろやこー
ひーぶろがありました。こーひー
ぶろで、こーひーちょーだいとさ

けぶとこーひーをかけられて、く
ちにはいってまずかったです。ど
くたーふぃっしゅぶろでは、ちい
さいおさかながいっぱいいるとこ
ろにあしをいれると、おさかなが
きて、あしをつんつんしてくすぐ
ったくてうごいちゃって、おさか
ながあんまりこなかったです。で
も、とてもたのしかったです。

ゆねっさんへいったこと
小学部１年６組
はしもと　たくま

　今回中学生で初の夏休みでし
た。夏休みは、楽しく過ごす反面
で、宿題もあったので大変でし
た。中学生になって宿題の量にお
どろきました。宿題は、なかなか
進まないし手が出ませんでした。
　話が変わって次に、思い出にな
った事についてです。今回の夏休
みは、意外に多くの思い出が出来
ました。
　まずは、初の馬に乗りました。
最初馬に乗った時は、すごく揺れ

たし怖かったです。また、予想以
上に高かったのでびっくりしまし
た。店の人にひもを持って引っぱ
ってもらっていたけど、途中から
自分だけで行きました。初だった
けど、すごく楽しかったです。
　次に、ウマン島という島に行っ
てきました。車で約五時間だけ
ど、船では五分くらいしか、かか
りませんでした。海は、すごく綺
麗でした。また、プールもすごく
冷たいので気持ちよかったです。
また、違う島にも行ってみたら、
その島の砂も綺麗でした。今回の
夏休みは、良い思い出が出来てよ
かったです。

夏休みの生活
中学部１年３組
西澤　獅道

　僕は、初めてインドネシア（ジ
ャカルタ）にやって来ました。八
月十日の木曜日に、お父さんのア
パートに着きました。それから一
週間ぐらい経った八月二十三日の
水曜日が初めてのＪＪＳへの登校
でした。前の学校は自転車通学だ
ったので、バスでの通学は初めて
でした。

　二学期始業式の前に、新クラス
の教室で自己紹介をしました。初
対面の人達の前で、自己紹介をし
たので緊張しました。
　これから少しずつこの学校に慣
れていきたいと思っています。学
校生活が始まって一週間経ち、少
しずつ学校にも慣れきて、男子の
人達が笑わせてくれて、みんなを
明るい空気にしてくれるのがすご
いと感じています。

初めてのインドネシア
中学部２年３組
渡辺　唯人

　中学三年生となってから中一、
中二と比べてやることが増えた。
　まず第一に受験勉強だ。
　ぼくの志望校は、自分のレベル
よりすごい差がある。そんな高校
を目指すのであれば、とにかく勉
強をしなければならない。毎日学
校が終わると塾に行き、八時半ま
で勉強をする。しかしそれだけで
は成績は上がらない。受験勉強は
厳しい。
　第二に生徒会本部、応援団副団

長としての行事活動だ。ＪＪＳは
生徒数が一二〇〇人と数ある日本
人学校の中でも五本の指に入る生
徒数を誇る。そんな学校で生徒会
本部、応援団幹部として全体をひ
っぱって行けるという経験は、な
かなか日本にいてはすることがで
きない。このような経験を日本で
生かしたいと思う。
　だから、僕のここで過ごす最後
の一年間の目標は、受験勉強と行
事活動だ。この二つを生活の柱と
して、ジャカルタ日本人学校で過
ごす最後の一年間を一つ一つ丁寧
に、そして大切に過ごしていきた
いと思う。

最後のジャカルタ
中学部３年３組
廣川　航也

　
京
都
産
業
大
学
同
窓
会
の

「
神
山
会
」
は
16
日
（
土
）
午

後
６
時
半
か
ら
、
南
ジ
ャ
カ
ル

タ
区
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
の
日
本
料
理

店
「
鳥
州
力
」
で
、
懇
親
会
を

開
く
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住
の
京

都
産
業
大
学
卒
業
生
の
皆
さ

ま
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
」 

　
問
い
合
わ
せ
は
田
村
さ
ん

（
メ
ー
ルnirw
ana8787 @

gm
ail.com

）
ま
で
。

あ
す
懇
親
会
開
催

◇
神
山
会
◇

入
学
相
談
会
に
行
こ
う

◇
Ｃ
Ｊ
Ｓ
◇

（2017年度）



半
ご
ろ
に
バ
リ
に
到
着
し
た
。

エ
ッ
ク
ス
線
で
異
常
が
確
認
さ

れ
、
午
後
６
時
に
身
柄
を
拘
束

さ
れ
た
。

　

調
べ
に
対
し
、

報
酬
２
千
米
ド
ル

が
支
払
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
警
察

は
、
バ
リ
島
の
組

織
と
の
つ
な
が
り

や
、
流
通
経
路
な

ど
詳
し
い
調
べ
を

進
め
る
。
（
上
村

夏
美
）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (114)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 ネーミングバラエティー

　日本人のおなまえっ！  
「愛があふれる名前SP」    

08:50 プロフェッショナル　仕事
の流儀  「この一貫に、心
を尽くす～すし職人・天野
功」    

09:35 オドモTV     
09:48 オトナの一休さん   
09:53 名曲アルバム   
09:58 ワールドウェザー   
10:00 ニュース   
10:20 もふもふモフモフ  「吉田

鋼太郎と愛犬の爆笑散歩！
23歳ご長寿ネコの秘密！」    

10:40 ミニ番組   
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (114)    
11:00 すてきにハンドメイド  

「刺しゅう糸で編む“ねこ”
と“ちょう”のアクセサリ
ー」  

11:25 おもてなしの基礎英語   
11:35 旅するスペイン語  第19課

「パラドールを満喫！」  
12:00 釣りびと万歳  「簡単？難

しい！？東京湾のイシモチ
～松田丈志　千葉・船橋
へ」  

12:30 立川志らくの演芸図鑑  
「モロ師岡　山上兄弟　柳
家権太楼」  

13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 デザインあ　5分版   
13:20 梅沢富美男と東野幸治のま

んぷく農家メシ！  選「春
菊～福岡県福岡市」  

13:50 ごごナマ   
14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 ニュース・気象情報   
14:55 うちなーであそぼ   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 コウケンテツの世界幸せゴ

ハン紀行   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 首都圏情報　ネタドリ！  

「ストップ！詐欺被害　急
増　詐欺に走る10代」  

17:57 チコちゃんに叱られる！  
「なぜ2月は28日までしか
ないの？ほか」  

18:42 ミニ番組   
18:45 パラスポーツ×アニメ「ア

ニ×パラ」
 あなたのヒーローは誰です

か   
18:50 もういちど、日本   
18:58 ワールドウェザー   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 ドラマ10「トクサツガガ

ガ」  (5)「ウミノジカ
ン」  

20:45 ドキュメント72時間  「冬
の東京　たい焼きエレジ
ー」  

21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2019   
22:35 にっぽん縦断　こころ旅～

とうちゃこ～  「千葉県」  
23:35 美の壺  「日本の教会」   

16日
00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 ウワサの保護者会  （アン

コール）「どうなる？これ
からの部活」  

01:10 オトナの一休さん     
01:15 チョイス＠病気になったと

き  「乳がん　薬物治療の
チョイス」  

02:00 ごごナマ  「ごごウタ」  
02:52 みちたん5min～大好き・

東北～   
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   
03:59 ワールドウェザー   

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
不
可

デ
ポ
ッ
ク
や
ボ
ゴ
ー
ル  

市
が
学
校
に
通
達

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
14
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
の
デ
ポ
ッ
ク
、
ボ
ゴ
ー
ル
、
ス
カ
ブ
ミ
の
各
市

な
ど
で
は
学
校
の
生
徒
ら
が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
祝
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
事
前
に
市
教

育
局
か
ら
学
校
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
祝
わ
な
い
よ
う
に
と
通
達
が
さ
れ
て
い
た
。
地
元
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
村
夏
美
）

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
は
元

来
、
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
者
に

ち
な
む
日
だ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
男
性
か
ら
女
性
に
贈
りバレンタインデーでプレゼントする花を購入する人たち＝13日、アンタラ通信

物
を
す
る
習
慣
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

ア
フ
マ
ッ
ド
・
フ
ァ
フ
ミ
・

ス
カ
ブ
ミ
市
長
は
13
日
、
地
元

メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
対
し
、
宗

教
と
文
化
の
面
に
お
い
て
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
祝
う
こ
と

は
適
切
で
な
い
と
し
、
特
に
生

徒
た
ち
に
は
そ
れ
ら
の
行
為
を

禁
ず
る
と
述
べ
て
い
た
。　

　

市
教
育
局
に
各
学
校
を
通
し

て
書
面
で
通
達
す
る
よ
う
に
指

示
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
に

も
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
、
同
市
長
は
生
徒
に
学

業
へ
の
専
念
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
従
来
の
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
の
意
味
を
知
ら
ず
、
誤

っ
て
理
解
し
た
生
徒
た
ち
が
自

由
な
性
行
為
や
麻
薬
使
用
な
ど

に
つ
な
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
と
判
断
し
た
。

　

ボ
ゴ
ー
ル
市
で
は
12
日
か

ら
、
公
立
、
私
立
の
中
学
校
で

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
祝
う
こ

と
を
禁
止
す
る
内
容
の
書
面
を

通
達
し
て
い
た
と
い
う
。
デ
ポ

ッ
ク
市
で
も
同
様
に
学
校
を
通

し
て
禁
止
が
呼
び
掛
け
ら
れ

た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
出
身
の

会
社
員
女
性
（
25
）
は
「
中
学

生
や
高
校
生
の
と
き
に
は
男
の

子
が
女
の
子
に
チ
ョ
コ
を
あ
げ

た
り
、
友
だ
ち
同
士
で
チ
ョ
コ

を
交
換
し
た
り
し
て
い
た
。
た

だ
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
祝

う
こ
と
で
『
愛
』
と
い
う
意
味

を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
、
学
業
に
専
念
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
禁
止
は
良
い

と
思
う
」
と
各
市
の
対
応
に
理

解
を
示
し
た
。

　

バ
リ
の
イ
・
ワ
ヤ
ン
・
コ
ス

テ
ル
州
知
事
は
こ
の
ほ
ど
、
伝

統
的
な
地
酒
「
ア
ラ
ッ
ク
」
の

製
造
、
流
通
過
程
を
政
府
が
支

援
し
、
州
の
重
要
な
産
業
の
一

つ
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
と
州
議
会
（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
）

で
述
べ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ア

ラ
ッ
ク
の
製
造
や
流
通
に
関
し

て
規
制
を
か
け
て
い
る
大
統
領

規
定
の
改
定
を
要
求
す
る
書
簡

を
工
業
省
に
送
っ
た
と
い
う
。

地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　

ア
ラ
ッ
ク
は
、
主
に
ヤ
シ
の

樹
液
や
米
な
ど
を
原
料
と
す
る

蒸
留
酒
で
、
海
外
か
ら
の
観
光

客
に
も
人
気
が
あ
る
。

　

同
州
知
事
は
、
ア
ラ
ッ
ク
は

バ
リ
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
と
し
、
よ
り
多
く
の
ア

バ
リ
地
酒
の
規
制
緩
和
要
求

州
知
事

ラ
ッ
ク
を
商
品
化
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。
主
に
カ
ラ
ン

ア
セ
ム
県
や
ブ
レ
レ
ン
県
に
は

多
く
の
製
造
者
が
お
り
、
行
政

が
手
助
け
す
る
こ
と
で
高
品
質

の
ア
ラ
ッ
ク
製
造
が
で
き
る
と

期
待
す
る
。
ま
た
、
高
す
ぎ
る

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
な
ど
改
善
部

分
も
政
府
が
各
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と

し
た
。　

　

ア
ラ
ッ
ク
を
め
ぐ
っ
て
は
過

去
に
、
メ
タ
ノ
ー
ル
が
含
ま
れ

た
も
の
が
出
回
る
な
ど
、
死
亡

事
件
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
一
部
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
た
ラ
ベ
ル
の
な
い
ア
ラ
ッ

ク
も
存
在
す
る
。（

上
村
夏
美
）

バ
リ
の
地
酒
「
ア
ラ
ッ
ク
」
＝
ド

ゥ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ム

　

国
営
ガ
ル
ー
ダ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
航
空
は
13
日
、
南
ス
ラ
ウ

ェ
シ
州
マ
カ
ッ
サ
ル
周
辺
の
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
新
た
に

始
め
る
と
発
表
し
た
。
国
営
ア

ン
タ
ラ
通
信
が
伝
え
た
。

　

マ
カ
ッ
サ
ル
の
飲
食
店
や
土

産
店
で
割
引
も
受
け
ら
れ
る
冊

子
「
パ
ス
ポ
ー
ト
・
ト
ゥ
ー
・

マ
カ
ッ
サ
ル
」
を
５
千
部
発
行

し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
東
ジ
ャ
ワ

州
ス
ラ
バ
ヤ
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州

ス
マ
ラ
ン
な
ど
の
ガ
ル
ー
ダ
航

空
の
事
務
所
で
配
布
す
る
。

（
木
村
綾
）

　

１
月
に
引
退
し
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
リ
オ
五

輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
リ
リ
ヤ

ナ
・
ナ
ト
シ
ル
に
代
わ
り
、
ウ

ィ
ニ
ー
・
オ
ク
タ
フ
ィ
ナ
・
カ

ン
ド
ウ
が
ト
ン
ト
ウ
ィ
・
ア
フ

マ
ッ
ド
（
愛
称
オ
ウ
ィ
）
の
新

し
い
ペ
ア
に
な
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
19
〜
24
日
の
ス
ペ
イ

ン
・
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
す

る
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。

　

ウ
ィ
ニ
ー
は
リ
リ
ヤ
ナ
と
同

じ
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
ナ
ド
市

出
身
の
20
歳
。
31
歳
の
ト
ン
ト

ウ
ィ
と
は
11
歳
差
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
キ

ー
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
は
「
他
の

選
手
に
比
べ
、
ウ
ィ
ニ
ー
が
優

れ
て
い
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
も
強

く
、
性
格
的
に
も
芯
が
あ
り
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
も
気
に
し

な
い
、
負
け
ず
嫌
い
」
と
ウ
ィ

ニ
ー
を
評
価
。
「
ま
ず
３
大
会

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
。

オ
ウ
ィ
は
ま
だ
東
京
五
輪
に
出

場
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と

新
ペ
ア
の
躍
進
に
期
待
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ス
タ
ー
ズ
の

後
は
26
日
〜
３
月
３
日
の
ド
イ

ツ
・
オ
ー
プ
ン
、
６
〜
10
日
の

全
英
オ
ー
プ
ン
に
出
場
す
る
。

（
中
島
昭
浩
、
写
真
も
）

リ
リ
ヤ
ナ
と
の
最
後
の
大
会
と
な

っ
た
１
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ

ス
タ
ー
ズ
で
の
ト
ン
ト
ウ
ィ

　

鉱
山
会
社
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
元
従
業
員
約

小
袋
に
入
っ
た
覚
せ

い
剤
＝
ア
ン
タ
ラ
通

信
（
一
部
加
工
し
て

い
ま
す
）

　

バ
リ
島
の
ン
グ
ラ
ラ
イ
国
際

空
港
税
関
は
こ
の
ほ
ど
、
ポ
リ

袋
99
袋
に
小
分
け
し
た
お
よ
そ

１
キ
ロ
分
の
覚
せ
い
剤
を
飲
み

込
ん
だ
状
態
で
カ
タ
ー
ル
・
ド

ー
ハ
か
ら
バ
リ
島
に
密
輸
し
よ

う
と
し
た
疑
い
で
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
国
籍
の
男
（
42
）
を
逮
捕
し

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。

　

地
元
警
察
に
よ
る
と
、
男
は

１
月
30
日
、
カ
タ
ー
ル
・
ド
ー

ハ
発
カ
タ
ー
ル
航
空
、
Ｑ
Ｒ
９

６
２
便
で
１
月
30
日
午
後
５
時

40
人
が
７
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
イ
ス
タ
ナ
（
大
統
領
宮

殿
）
前
で
、
２
０
１
７
年
以
降

に
不
当
に
解
雇
さ
れ
た
多
数
の

従
業
員
の
再
雇
用
を
政
府
に
訴

え
る
抗
議
集
会
を
開
い
た
。
約

40
人
は
13
日
ま
で
座
り
込
み
を

続
け
、
同
日
夜
に
代
表
者
が
ジ

ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
）
大
統
領
と
面
会
。
大

統
領
は
労
働
者
ら
を
支
援
す
る

よ
う
労
働
省
に
指
示
し
た
。
地

元
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　

ム
ル
ド
コ
大
統
領
首
席
補
佐

官
は
14
日
、
「
労
働
相
と
フ
リ

ー
ポ
ー
ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

協
議
し
、
解
決
策
を
探
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。
不
当
解
雇
の

有
無
に
つ
い
て
の
確
認
も
進
め

て
い
る
。
一
方
、
座
り
込
み
参

加
者
約
40
人
は
13
日
に
警
視
庁

に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

　

政
府
は
昨
年
、
フ
リ
ー
ポ
ー

ト
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
持
ち
株

比
率
を
51
％
強
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
で
、
本
社
の
米
フ
リ
ー

ポ
ー
ト
・
マ
ク
モ
ラ
ン
社
と
合

意
し
て
い
る
。（

大
野
航
太
郎
）

テ
ン
ト
を
張
り
、
座
り
込
み
を
続
け

た
元
従
業
員
ら
＝
10
日
、
ド
ゥ
テ
ィ

ッ
ク
コ
ム

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
男
を
逮
捕

覚
せ
い
剤
１
キ
ロ
飲
み
込
み

バ
リ
空
港

再
雇
用
求
め
40
人
座
り
込
み

フ
リ
ー
ポ
ー
ト
元
従
業
員

バ
ド
混
合
複
の
オ
ウ
ィ

新
ペ
ア
に
ウ
ィ
ニ
ー

引
退
リ
リ
ヤ
ナ
に
代
わ
り

マ
カ
ッ
サ
ル
観
光
プ
ロ
モ

ガ
ル
ー
ダ
航
空
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■若手音楽グループのライブ

　バイオリンとビオラ、チェ
ロ奏者の４人の音楽グループ
「Vord」は15日（金）午後８時半
から、中央ジャカルタのフェアモ
ントホテル内にあるライブ・レス
トラン「モーションブルー・ジャ

カルタ」でライブを開く。
　Vordは、2014年に結成された
若手音楽家のグループ。あらゆ
るジャンルの音楽を演奏する。
15日はＤＪとのコラボもある。
会場は午後６時から。料金は25
万ルピア。詳細はウェブ（www.
motionbluejakarta.com）で。

■レゴ映画の２作目
　世界中で人気を博するおもち
ゃ、「レゴ」をテーマにアニメ映
画の続編「レゴムービー２」が、
中央ジャカルタのショッピングモ
ール「グランド・インドネシア」
などにある「ＣＧＶシネマ」で上
映されている。
　詳細はウェブ（https://www.
cgv.id/en/movies/info/19001600）

で。

■ゴールデングローブ賞作品も
　第76回ゴールデングローブ賞３
部門を受賞した映画「グリーンブ
ック」が「ＣＧＶシネマ」で上映
されている。
　監督は「メリーに首ったけ」な
どコメディで知られるピーター・
ファレリー。
　1960年代、天才黒人ピアニスト
がイタリア系用心棒を雇い、黒人
専用ガイドブック（グリーンブッ
ク）を頼りに、あえて差別の色濃
い南部へのコンサートツアーへ繰
り出す。
　詳細はウェブ（ h t t p s : / /
w w w . c g v . i d / e n / m o v i e s /
info/19001800/2019-01-29）で。

イベント
　
材
料
（
３
人
分
）
＝
長
ネ
ギ

２
本
、
豚
ひ
き
肉
１
０
０
グ
ラ

ム
、
ご
ま
油
、
ト
ウ
バ
ン
ジ
ャ

ン
各
小
さ
じ
１
、
み
そ
、
牛
乳

１
３
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
溶
け

る
チ
ー
ズ
20
グ
ラ
ム
、
ド
ラ
イ

パ
セ
リ
適
量
。

　
作
り
方
＝
〔
１
〕
ネ
ギ
の
白

い
部
分
は
長
さ
６
セ
ン
チ
に
切

り
、
グ
リ
ル
で
焦
げ
目
が
付
く

ま
で
焼
く
〔
２
〕
ネ
ギ
の
青
い

部
分
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
ご

ま
油
、
ひ
き
肉
と
一
緒
に
フ
ラ

イ
パ
ン
で
炒
め
る
。
ト
ウ
バ
ン

ジ
ャ
ン
、
み
り
ん
大
さ
じ
１
を

加
え
て
炒
め
、
し
ょ
う
ゆ
、
酒

各
小
さ
じ
１
、
み
そ
小

さ
じ
２
を
入
れ
て
調
味

す
る
〔
３
〕
小
麦
粉
小

さ
じ
２
を
〔
２
〕
に
入

れ
て
具
材
に
絡
ま
せ
、

牛
乳
を
加
え
て
と
ろ
み

を
付
け
る
〔
４
〕
耐
熱

皿
に
〔
３
〕
の
半
量
を

入
れ
、
〔
１
〕
、
残
り

の
〔
３
〕
、
チ
ー
ズ
の
順
に
載

せ
て
２
５
０
度
に
予
熱
し
た
オ

ー
ブ
ン
で
10
分
焼
き
、
パ
セ
リ

を
散
ら
す
。
【
１
人
分
１
８
５

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
１
・
17

グ
ラ
ム
】

　
こ
の
料
理
を
作
っ
た
人
の
コ

メ
ン
ト
＝
「
担
々
麺
が
好
き
な

人
向
け
の
グ
ラ
タ
ン
で
す
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
事
）

長
ネ
ギ
の
中
華
風
グ
ラ
タ
ン

人気の一品

投
稿
し
た
の
は
「
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
ｒ

ａ
」
さ
ん
（
詳
細
はhttps://

snapdish.co/d/9vjrGa

）

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
毎
日
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
大
自
然
の
空

気
を
欲
す
る
時
が
ふ
と
来
る
。
自
然
豊
か
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
い
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う

が
、
遠
く
の
秘
境
へ
行
く
時
間
も
な
い
…
…
。
自
然
を
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
車
や
電
車
で
も

行
け
る
西
ジ
ャ
ワ
州
西
バ
ン
ド
ン
県
の
温
泉
と
滝
を
１
日
で

巡
っ
て
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
上
村
夏
美
、
写
真
も
）

自然を肌で感じたい
西ジャワ州西バンドン県  温泉と滝を１日で巡る

　
バ
ン
ド
ン
近
郊
の
ア
イ
ル
・

パ
ナ
ス
（
温
泉
）
と
い
え
ば
、

ス
バ
ン
県
チ
ア
ト
ル
の
リ
ゾ
ー

ト
温
泉
地
が
有
名
で
、
海
外
か

ら
の
観
光
客
に
も
人
気
の
高
い

ス
ポ
ッ
ト
だ
。
今
回
は
チ
ア
ト

ル
で
は
な
く
、
バ
ン
ド
ン
市
街

地
か
ら
車
で
北
に
約
40
分
、
地

元
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
集
ま
る

西
バ
ン
ド
ン
県
の
「
プ
マ
ン
デ

ィ
ア
ン
・
ア
イ
ル
・
パ
ナ
ス
・

ナ
グ
ラ
ッ
ク
・
パ
ロ
ン
ポ
」
を

訪
れ
た
。
　

　
入
場
は
無
料
。
入
り
口
か
ら

坂
を
下
っ
て
進
む
と
、
自
然
の

中
に
あ
る
温
泉
が
見
え
て
き

た
。
流
れ
る
温
泉
を
横
目
に
、

バ
ッ
ソ
な
ど
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

料
理
を
食
べ
て
休
憩
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
、
多
く
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。

　
温
水
プ
ー
ル
の
よ
う
な
感
じ

で
大
き
く
て
広
い
浴
槽
で
は
、

ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
つ
か
る
と

い
う
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
は

し
ゃ
ぐ
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

そ
の
上
流
に
あ
る
、
温
泉
が
滝

の
よ
う
に
流
れ
て
く
る
浴
槽
は

少
し
深
く
な
っ
て
お
り
、
大
人

も
多
か
っ
た
。

　
さ
て
、
「
大
自
然
の
中
を
歩

き
た
い
」
と
い
う
要
望
に
、
バ

ン
ド
ン
市
在
住
の
運
転
手
さ
ん

が
お
勧
め
だ
と
紹
介
し
て
く
れ

た
の
が
、
こ
の
ア
イ
ル
・
パ
ナ

ス
か
ら
車
で
さ
ら
に
北
へ
十
数

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
滝
「
チ
ュ

ル
ン
・
テ
ィ
ル
・
ル
ウ
ィ
・
オ

パ
ッ
ト
」
だ
。
ス
ン
ダ
語
で
三

つ
の
滝
と
四
つ
の
川
を
意
味
す

る
。
こ
こ
で
は
滝
、
川
の
ほ

か
、
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
な
ど
も
楽
し
め
る
。

　
入
場
料
１
万
ル
ピ
ア
を
支
払

っ
て
中
に
入
る
と
、
さ
っ
そ
く

い
く
つ
か
の
道
に
分
か
れ
て
い

た
。
テ
ィ
ル
滝
と
書
か
れ
て
い

る
看
板
の
方
に
向
か
う
。
先
に

進
む
と
す
ぐ
に
道
が
細
く
な
っ

て
き
た
が
、
広
が
る
大
自
然
の

中
を
歩
き
な
が
ら
吸
う
空
気
は

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
５
分

ほ
ど
歩
く
と
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー

プ
を
伝
っ
て
滑
り
降
り
る
レ
ジ

ャ
ー
施
設
「
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」

な
ど
を
楽
し
め
る
場
所
も
。
出

発
か
ら
約
20
分
以
降
に
は
、
竹

で
で
き
た
橋
で
川
を
わ
た
っ
た

り
、
雨
で
ぬ
か
る
ん
だ
場
所
に

足
を
踏
み
入
れ
た
り
し
な
が

ら
、
流
れ
る
川
を
横
目
に
ど
ん

ど
ん
奥
へ
と
進
む
。

　
出
発
か
ら
40
分
ほ
ど
し
て
、

プ
ト
ゥ
リ
滝
、
50
分
ほ
ど
で
テ

ィ
ル
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
テ
ィ
ル
滝
近
く
に
は
休
憩

所
が
あ
り
、
そ
こ
で
飲
み
物
を

販
売
し
て
い
た
お
ば
さ
ん
が
、

ま
だ
先
に
も
滝
が
あ
る
と
教
え

て
く
れ
た
。

　
こ
こ
以
外
で
も
、
近
く
に
は

ほ
か
に
滝
が
見
ら
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
っ
た
り
、
自
然
の
中
で

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
楽
し
め

る
施
設
も
あ
っ
た
り
す
る
。
週

末
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
れ
る
西
バ
ン
ド
ン
県
を

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

温
泉
が
流
れ
て
く
る
一
番
上
の
浴
槽
に
つ
か
る
人
た
ち

㊤
温
水
プ
ー
ル
の
よ
う
な
浴
槽
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
㊦
段
々
畑
の
よ

う
な
浴
槽
も
あ
る

㊤
滝
に
向
か
っ
て
歩
く
。
徐
々
に
道
は
狭
く
な
り
、
竹
の
橋
で
川
を
渡
る
と
こ
ろ
も
㊥
静
か
に
流
れ
る
プ
ト
ゥ
リ
滝
㊦
勢
い
よ
く
流
れ

る
テ
ィ
ル
滝

プマンディアン・アイル・パナス・ナグラック・
パロンポ
住所	 Sukajaya,	Lembang,	Kabupaten	Bandung	Barat	
	 Jawa	Barat
チュルン・ティル・ルウィ・オパット
ウェブ	 http://www.curugtiluleuwiopat.com/
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08:20

09:10
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13:20

14:00

15:30

16:00

17:00

18:15

19:00

20:00

21:00
21:30

22:00

23:05

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(115)♢15 チコちゃんに
叱られる！「なぜ2月は28日
までしかないの？ほか」
週刊まるわかりニュース♢
30 土曜ドラマ「みかづき」
(3)「翳（かげ）りゆく月」

NHKスペシャル「東京リボ
ーン」第2集　巨大地下迷宮

ブラタモリ「＃125　武蔵小
杉」

ニュース♢15 バラエティー
生活笑百科♢40 名曲アルバ
ム♢45 連続テレビ小説「ま
んぷく」(115)
ニュース♢05 大河ドラマ　
いだてん(6)「お江戸日本
橋」♢50 新・BS日本のうた
「新春スペシャル！2019」

＃ジューダイ♢45 ガールズ
クラフト♢50 BSニュース

シルクロード　謎の民　大
峡谷に生きる

おかあさんといっしょ♢55 
おとうさんといっしょ　ミ
ニ
ニュース♢05 ピタゴラスイ
ッチ♢20 基礎英語0♢30 ニ
ャンちゅう！宇宙！放送チ
ュー！
NHKニュース7♢30 ブラタ
モリ「＃126　パリ」

パン旅。「神戸のパン　い
いとこどりの一日旅」♢45 
ニュース・気象情報
土曜ドラマ「みかづき」(4)
「懐かし我が家」♢50 世
界で一番美しい瞬間10min.
「イタリア・ベローナ」
オドモTV♢10 有田P　おも
てなす「Produce34　中島美
嘉」♢55 ニュース・気象情
報
SONGS「あいみょん」
ふらっとあの街　旅ラン10
キロ

ニュース・気象情報♢05 偉
人たちの健康診断「新説！
真田丸　ウソと寒さと必勝
法」
サタデースポーツ♢25 よる
ドラ「ゾンビが来たから　
人生見つめ直した件」♢55 
AKB48SHOWREMIX2018

04:00

06:00

07:55
08:00

09:35

10:00

11:00

12:00

13:00

14:45

15:01

16:00

17:00

18:45

19:00

20:00

21:10

22:35

23:35

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(114)♢15 あさイチ

みんなの体操
ニュース・気象情報♢05 ネ
ーミングバラエティー　日
本人のおなまえっ！「愛が
あふれる名前SP」♢50 プロ
フェッショナル　仕事の流
儀
オドモTV♢48 オトナの一
休さん♢53 名曲アルバム
ニュース♢20 もふもふモフ
モフ♢45 連続テレビ小説
「まんぷく」(114)

すてきにハンドメイド♢25 
おもてなしの基礎英語♢35 
旅するスペイン語第19課

釣りびと万歳♢30 立川志ら
くの演芸図鑑「モロ師岡　
山上兄弟　柳家権太楼」

BSニュース♢10 みんなの
うた♢15 デザインあ　5分
版♢20 梅沢富美男と東野幸
治のまんぷく農家メシ！選
「春菊～福岡県福岡市」♢
50 ごごナマ
ピタゴラスイッチミニ♢50 
ニュース・気象情報
にほんごであそぼ♢11 えい
ごであそぼwith Orton♢21 
いないいないばあっ！♢36 
おかあさんといっしょ
コウケンテツの世界幸せゴ
ハン紀行♢10 みいつけた！
♢25 天才てれびくんYOU

NHKニュース7♢30 首都圏
情報　ネタドリ！「ストッ
プ！詐欺被害　急増　詐欺
に走る10代」♢57 チコちゃ
んに叱られる！

♢パラスポーツ×アニメ♢
50 もういちど、日本
ニュースウオッチ9

ドラマ10「トクサツガガ
ガ」(5)♢45 ドキュメント
72時間「冬の東京　たい焼
きエレジー」
ニュースチェック11♢40 国
際報道2019

にっぽん縦断　こころ旅～
とうちゃこ～「千葉県」

美の壺「日本の教会」

04:00

06:00

07:55
08:00

09:35

10:00

11:00

12:00

13:00

14:50
15:01

16:00

17:00

18:15

19:00

20:00

21:10

22:35

23:00

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(119)♢15 あさイチ

みんなの体操
ニュース・気象情報♢05 ガ
ッテン！♢50 歴史秘話ヒス
トリア

うちなーであそぼ♢40 みち
たん5min♢48 視点･論点
ニュース♢20 サラメシ♢
45 連続テレビ小説「まんぷ
く」(119)

趣味どきっ！♢25 おもてな
しの基礎英語♢35 旅するフ
ランス語

ラウンドちゅうごく～
為になるテレビ～♢ 2 5 
JourneysinJapan♢55 名曲
アルバム
BSニュース♢10 みんなのう
た♢15 デザインあ　5分版
♢20 極上！スイーツマジッ
ク♢50 ごごナマ♢45 ピタ
ゴラスイッチミニ

BSニュース
にほんごであそぼ♢11 えい
ごであそぼwith Orton♢21 
いないいないばあっ！♢36 
おかあさんといっしょ
BSニュース♢10 みいつけ
た！♢25 天才てれびくん
YOU

NHKニュース7♢30 ネーミ
ングバラエティー　日本人
のおなまえっ！

所さん！大変ですよ♢45 ま
いにちスクスク♢50 もうい
ちど、日本
ニュースウオッチ9

クローズアップ現代＋♢25 
もふもふモフモフ♢45 世界
はほしいモノにあふれてる

ニュースチェック11♢40 国
際報道2019

世界へ発信！SNS英語術

ろんぶ～ん♢30 ニッポンぶ
らり鉄道旅
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07:55
08:00

09:20

10:00
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12:25

13:00

14:45

15:01

16:10

17:00

18:45

19:00

20:00

21:10

22:35

23:19

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(118)♢15 あさイチ

みんなの体操
ニュース・気象情報♢05 う
たコン♢50 コンとコトン

所さん！大変ですよ♢48 視
点･論点

ニュース♢20 旬感☆ゴトー
チ！♢45 連続テレビ小説
「まんぷく」(118)

趣味どきっ！♢25 おもてな
しの基礎英語♢35 テレビで
中国語

AsiaInsight♢55 名曲アルバ
ム

BSニュース♢10 みんなのう
た♢15 デザインあ　5分版
♢20 イッピン♢50 ごごナ
マ

ピタゴラスイッチミニ♢50 
BSニュース
にほんごであそぼ♢11 えい
ごであそぼwith Orton♢21 
いないいないばあっ！♢36 
おかあさんといっしょ
BSニュース♢10 みいつけ
た！♢25 天才てれびくん
YOU

NHKニュース7♢30 ガッテ
ン！♢15 探検バクモン
 

まいにちスクスク♢50 もう
いちど、日本
ニュースウオッチ9

クローズアップ現代＋♢25 
歴史秘話ヒストリア

ニュースチェック11♢40 国
際報道2019

又吉直樹のヘウレーカ！

NHK映像ファイル　あの人
に会いたい♢30 ねほりんぱ
ほりん

04:00

06:00

07:15

08:00

09:20

10:00

11:00

12:00

13:00

14:45

15:01

16:00

17:00

18:45

19:00

20:00

21:10

22:35

23:00
23:30

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(116)♢15 あさイチ

みんなの体操

ニュース・気象情報♢05 ド
ラマ10「トクサツガガガ」
(5)♢52 探検バクモン

ドキュメント72時間♢48 世
界で一番美しい瞬間10min.

ニュース♢20 旬感☆ゴトー
チ！♢45 連続テレビ小説
「まんぷく」(116)

新日本風土記

C O O L J A P A N ♢ 4 5 
Dok iDok i !NHKワールド
JAPAN♢50 ヨーコさんの
“言葉”♢55 名曲アルバム
BSニュース♢10 みんなの
うた♢15 デザインあ　5分
版♢20 にっぽん百名山♢50 
ごごナマ

ピタゴラスイッチミニ♢50 
BSニュース
にほんごであそぼ♢11 えい
ごであそぼwith Orton♢21 
いないいないばあっ！♢36 
おかあさんといっしょ
BSニュース♢10 みいつけ
た！♢25 すイエんサー♢50 
ごちそんぐDJ♢55 名曲アル
バム
NHKニュース7♢30 鶴瓶の
家族に乾杯

まいにちスクスク♢50 もう
いちど、日本
ニュースウオッチ9

クローズアップ現代＋♢25 
プロフェッショナル　仕事
の流儀

ニュースチェック11♢40 国
際報道2019
 

グレーテルのかまど

サイエンスZERO
100分de名著
 

04:00

06:00

07:55
08:00

09:20

10:00

11:00

12:05

13:00

14:45

15:01

16:00

17:00

18:15

19:00

20:00

21:10

22:35

23:19

NHKニュースおはよう日本

連続テレビ小説「まんぷ
く」(117)♢15 あさイチ

みんなの体操
ニュース・気象情報♢05 鶴
瓶の家族に乾杯

世界はほしいモノにあふれ
てる♢48 視点･論点

ニュース♢20 旬感☆ゴトー
チ！♢45 連続テレビ小説
「まんぷく」(117)

趣味どきっ！♢25 おもてな
しの基礎英語♢35 すくすく
子育て

15分でにっぽん百名山♢
20 ガールズクラフト♢25 
J-MELO♢55 名曲アルバム

BSニュース♢10 みんなのう
た♢15 デザインあ　5分版
♢20 TOKYOディープ！♢50 
ごごナマ

ピタゴラスイッチミニ♢50 
BSニュース
にほんごであそぼ♢11 えい
ごであそぼwith Orton♢21 
いないいないばあっ！♢36 
おかあさんといっしょ
BSニュース♢10 みいつけ
た！♢25 天才てれびくん
YOU

NHKニュース7♢30 うたコ
ン

サラメシ♢45 まいにちスク
スク♢50 もういちど、日本

ニュースウオッチ9

クローズアップ現代＋♢25 
土曜時代ドラマ「幕末グル
メ　ブシメシ！2」(4)
 
ニュースチェック11♢40 国
際報道2019

先人たちの底力　知恵泉
（ちえいず）

ヨーコさんの“言葉”♢24 楽
ラクワンポイント♢30 猫の
しっぽカエルの手
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05:00

06:00

07:00

08:00

09:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:35

15:25

16:00

17:00

18:00

19:00

20:50

21:35

22:35

23:20

ニュース・気象情報♢15 目
撃！にっぽん選♢50 テレビ
体操
NHKニュースおはよう日本
♢45 さわやか自然百景「群
馬　多々良沼」
小さな旅♢25 うまいッ！
「甘～い！のあとの酸味　
土佐文旦～高知県・宿毛
市」♢57 気象情報
日曜討論

ニュース・気象情報♢05 明
日へ　つなげようふるさと
グングン！♢55 みんなのう
た
ザ少年倶楽部　プレミアム

ニュース♢15 NHKのど自慢
「新潟県新潟市」

ニュース♢05 「まんぷく」
一週間♢25 CoreKyoto♢53 
趣味の園芸　京も一日陽だ
まり屋
偉人たちの健康診断「新
説！真田丸　ウソと寒さと
必勝法」

ニュース♢05 第52回NHK福
祉大相撲

最後の講義「みうらじゅ
ん」

びじゅチューン！♢30 おと
うさんといっしょ選

ニュース♢05 ノージーのひ
らめき工房♢20 コレナンデ
　サンデー♢30 Eダンスア
カデミー選
NHKニュース7♢30 ダーウ
ィンが来た！生きもの新伝
説「絶壁のクライマー！ボ
ウズハゼ」
大河ドラマ　いだてん(7)
「おかしな二人」♢45 ニュ
ース・気象情報

NHKスペシャル「平成史ス
クープドキュメント」第5回
〝ノーベル賞会社員〟科学技
術立国　知られざる苦闘

ニュース・気象情報♢55 こ
れでわかった！世界のいま

サンデースポーツ2020

NHKのど自慢「新潟県新潟
市」

サンドのお風呂いただきま
す　ゴージャス
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ＮＨＫワールド・プレミアム週間番組表　２月 15日〜２月 21日
21日（木）20日（水）19日（火）18日（月）17日（日）16日（土）15日（金）

ここに
注　目 ＮＨＫスペシャル 日曜19：00

　2002年にノーベル化学賞を受賞した田中耕一氏への
独占取材から、科学技術立国ニッポンの苦闘を描く。
民間企業の一エンジニアのノーベル賞受賞に社会は沸
き、田中氏は一躍、時代の寵児（ちょうじ）となっ
た。しかし、ノーベル賞につながった発見は「単なる
偶然なのではないか」という周囲の声に葛藤を続けて
きた田中氏は、受賞以降、メディアの取材を遠ざけて
きた。その田中氏が再び表舞台に登場したのは2018年
２月。アルツハイマー病を発症すると脳に溜まるタン
パク質を検出することに成功。「一滴の血液から発症

20年前に早期発見できる」と科学誌・ネイチャーに掲
載され、世界的な注目を集めたのだ。
　この成果が生み出されるまでには、田中氏の10年以
上にわたる知られざる苦悩があった。「論文数の減
少」「研究投資の停滞」「補助金の削減」など科学技
術立国の凋落が指摘される中、日本は次の時代、どの
ように再生していくべきなのか、〝ノーベル賞会社
員〟の歩みから見つめていく。インタビュアー／リポ
ーターは、平成５年から28年まで「クローズアップ現
代」のキャスターを務めた国谷裕子氏。

　
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
「
あ
い
み
ょ

ん
」
　
　
　
（
土
曜
21
・
00
）

　
昨
年
、
紅
白
歌
合
戦
に
初
出

場
、
今
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
あ

い
み
ょ
ん
。
若
者
を
中
心
に
支

持
さ
れ
る
の
は
、
彼
女
が
生
み

出
す
、
聞
く
人
の
心
に
刺
さ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
独
特
な
世
界
観

を
放
つ
歌
詞
。
一
体
ど
の
よ
う

に
し
て
生
み
出
さ
れ
る
の
か
。

彼
女
の
創
作
の
源
と
も
い
う
べ

き
、
「
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術

館
」
と
「
古
書
店
」
を
訪
れ
、

〝
表
現
者
〞
と
し
て
の
、
あ
い

み
ょ
ん
の
素
顔
に
迫
る
。

　
ま
た
、
古
書
の
街
と
し
て
知

ら
れ
る
東
京
・
神
保
町
で
も
密

着
。
本
が
大
好
き
な
彼
女
が
手

に
す
る
の
は
、
ア
ー
ト
関
連
の

本
か
ら
名
言
集
、
時
に
は
官
能

小
説
ま
で
…
…
。
「
言
葉
」
や

「
歌
詞
」
へ
の
思
い
に
迫
っ

た
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
で
は
、

昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
で
披
露
し

た
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
、
男

性
の
視
点
で
書
か
れ
た
、
あ

い
み
ょ
ん
の
代
名
詞
的
な
一

曲
「
君
は
ロ
ッ
ク
を
聴
か
な

い
」
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
主
題

歌
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
「
今

夜
こ
の
ま
ま
」
を
届
け
る
。

　
サ
イ
エ
ン
ス
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
　
　

　
　
　
　
　
（
月
曜
23
・
00
）

　
老
化
し
な
い
こ
と
で
世
界
の

注
目
を
集
め
る
ス
ー
パ
ー
ほ
乳

類
「
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
」
。

そ
の
驚
き
の
生
態
を
明
ら
か
に

す
る
。
穴
の
中
の
低
酸
素
状
態

で
暮
ら
す
う
ち
、
彼
ら
は
特
殊

な
代
謝
シ
ス
テ
ム
を
獲
得
。
さ

ら
に
が
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
あ
る
遺
伝
子
を
活
性
化
さ
せ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
紹
介
。
ハ
ダ

カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
が
作
る
社
会
性

に
も
不
老
長
寿
の
秘
密
が
あ
っ

た
。

今
週
の
見
ど
こ
ろ

〝ノーベル賞会社員〟　知られざる苦闘
平成史スクープドキュメント 第５回


